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い
ま
、
世
界
同
時
不
況
が
進
行
す
る
中
で
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
が
大
詰
め
を

迎
え
て
お
り
そ
の
帰
着
に
よ
っ
て
、
日
本
の

『
食
と
農
』
は
甚
大
な
影
響
を
受
け
、
国
民

生
活
に
も
深
刻
な
負
の
局
面
を
も
た
ら
す
も

の
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

行
き
過
ぎ
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
弊
害
を

食
い
止
め
、
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
と
環

境
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
正
念
場
を
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。い

ま
農
村
で
、
こ
の
よ
う
な
直
面
す
る
閉
塞
的
状
況
に
対
し
て
、
経
営
主

が
孤
軍
奮
闘
し
て
打
開
に
あ
た
る
こ
と
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る
の
は
明
ら

か
で
、
局
面
打
開
の
た
め
に
経
営
複
合
化
や
多
角
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
に

し
て
も
、
配
偶
者
や
後
継
者
あ
る
い
は
両
親
な
ど
家
族
構
成
員
が
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
従
前
に
増
し
て
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
家
族
農
業
経
営
内
で
の
、
構
成
員

個
々
の
地
位
及
び
役
割
を
明
確
化
し
、
近
代
的
な
家
族
農
業
経
営
を
実
現
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
、
ま
た
農
村
女
性
の
地
位
向
上
や
、
女
性
が
経
営
参
画

し
た
経
営
体
づ
く
り
を
促
進
す
る
具
体
的
手
段
と
し
て
『
家
族
経
営
協
定
の

締
結
』
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
展
開
を
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と

と
、
そ
の
実
体
化
（
有
効
化
）
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
提
起
し
て
み
た
い
。

（
社
）
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

常
務
理
事

黒
澤

不
二
男

み

る

観

察

い
ま
求
め
ら
れ
る
農
村
女
性
の
経
営
参
画
と
は
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�
�
北
海
道
に
お
け
る『
家
族
経
営
協
定
』推
進
の
状
況

道
農
政
部
経
営
課
調
査
よ
り（
平
成
十
九
年
十
二
月
）

１
�
締
結
数
の
推
移

全
道
各
地
区
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
調
査
し
た
結
果
に
よ

る
と
、
協
定
締
結
農
家
数
は
一
四
七
市
町
村
四
、
四
一
〇
戸
で
、
前
年
に
比

べ
二
一
二
戸
増
加
し
、
販
売
農
家
戸
数
（
平
成
十
七
年
五
一
、
九
九
〇
戸
）

に
占
め
る
割
合
は
八
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
締
結
農
家
の
う
ち
、
認
定
農

業
者
が
い
る
の
は
三
、
八
五
八
で
全
体
の
八
七
％
で
あ
り
、
法
人
化
し
て
い

る
農
家
は
七
四
戸
で
全
体
の
二
％
で
あ
る
。

支
庁
別
に
み
る
と
、
渡
島
、
胆
振
、
日
高
以
外
の
十
一
支
庁
で
締
結
数
が

増
加
し
て
お
り
、
締
結
数
は
、
十
勝
一
、
四
四
六
戸
、
網
走
七
九
四
戸
、
空

知
五
五
三
戸
と
な
っ
て
い
る
。
市
町
村
で
締
結
数
が
多
い
の
は
、
芽
室
町
三

八
三
戸
、
清
水
町
二
一
四
戸
、
帯
広
市
二
一
一
戸
、
伊
達
市
一
九
〇
戸
、
中

標
津
町
一
八
六
戸
な
ど
で
、
道
内
全
域
で
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
認
定

農
業
者
の
認
定
の
際
に
家
族
経
営
協
定
の
締
結
を
要
件
と
し
て
い
る
営
農
計

画
書
の
中
に
締
結
書
の
ひ
な
形
を
組
ん
で
い
る
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
締
結

を
推
進
し
て
い
る
市
町
村
も
見
ら
れ
る
。

２
�
経
営
類
型
別
協
定
状
況

経
営
類
型
別
で
は
、
単
一
経
営
が
七
三
％
、
品
目
別
の
経
営
形
態
で
は
畑

作
、
畜
産
が
多
く
な
り
、
水
稲
、
野
菜
経
営
で
減
少
し
て
い
る
の
が
目
立
っ

て
い
る
。
ま
た
、

法
人
化
し
て
い
る

農
家
及
び
認
定
農

業
者
の
い
る
農
家

数
で
は
、
畑
作
、

畜
産
が
多
く
な
っ

て
い
る
が
、
畑
作
、

畜
産
が
多
い
の
は
、

一
戸
あ
た
り
の
経

営
規
模
が
大
き
い

た
め
、
役
割
分
担

を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
部
門
で
は
女

性
の
経
営
参
画
が

比
較
的
進
ん
で
い

直近１０ヵ年の締結数の推移
１９年

４，４１０

１１９．２

１８年

４，１９８

１１３．４

１７年

４，２２０

１１４．０

１６年

３，８８７

１０５．０

１５年

３，７５９

１０１．６

１４年

３，７９０

１０２．４

１３年

３，１７８

８５．９

１２年

３，１６２

８５．４

１１年

３，３８４

９１．４

１０年

３，７０１

１００．０

区 分

戸 数

増減率

経営類型別の締結数
（経営参画して
いる女性のいる
農家）

２，０３９

９７５

７２５

２５２

６５

１１

７

４

２８１

４８４

２，８０４

６３．６

（認定農業者
のいる農家）

２，８５９

１，６１４

８３８

３３４

５４

８

５

６

３２８

６７１

３，８５８

８７．５

（法人）

６０

２７

２８

２

１

１

１

０

１

１３

７４

１．７

同 左
構成比

７２．７

３８．７

２３．１

８．１

２．２

０．３

０．２

０．１

８．３

１９．０

１００．０

－

１９年／
戸数

３，２０６

１，７０５

１，０２０

３５９

９５

１２

９

６

３６７

８３７

４，４１０

１００．０

同 左
構成比

７３．９

３８．７

２３．４

８．９

２．８

０．３

０．２

０．１

８．１

１８．０

１００．０

－

１８年／
戸数

３，１０１

１，６２０

９８４

３７５

９６

１２

８

６

３４２

７５５

４，１９８

－

区 分

単一経営

畑 作

畜 産

稲 作

野菜作

果樹作

花き作

その他

準単一複合経営

複合経営

合 計

構成比
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る
た
め
と
道
農
政
部
で
は
推
論
し
て
い
る
。

３
�
協
定
の
取
決
め
範
囲

取
り
決
め
範
囲
は
「
経
営
主
と
配
偶

者
」
が
三
三
％
、「
経
営
主
と
子
」
が
二

四
％
と
二
者
間
で
取
決
め
る
ケ
ー
ス
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
次
い
で
「
経
営
主
と
配

偶
者
と
子
」
が
一
九
％
と
三
者
間
で
の
取

り
決
め
が
続
い
て
お
り
、
三
世
代
間
で
の

取
り
決
め
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

４
�
取
決
め
内
容
（
複
数
回
答
）

取
り
決
め
て
い
る
内
容
は
「
農
業
経
営
の
方
針
決
定
」
が
九
五
％

「
経
営
移
譲
」
が
八
七
％
、「
労
働
時
間
・
休
日
」
が
八
五
％
、「
収

益
の
分
配
」
が
八
一
％
と
多
く
な
っ
て
い
る
。「
育
児
の
役
割
分
担
」、

「
加
工
・
販
売
等
の
部
門
分
担
」、「
社
会
・
地
域
活
動
へ
の
参
加
の

役
割
分
担
」
は
一
〇
％
未
満
に
過
ぎ
な
い
。「
農
業
経
営
の
方
針
決

定
」
や
「
労
働
時
間
、
休
日
」、「
収
益
の
分
配
」
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
の

締
結
が
増
え
て
い
る
の
は
、
諸
制
度
の
導
入
や
協
定
の
普
及
推
進
に
よ
る
も

の
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
締
結
例
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
だ
け
の
形
骸
化
さ
れ
た
協
定
の
見

直
し
を
図
り
、
配
偶
者
や
後
継
者
の
経
営
参
画
を
促
す
動
き
が
で
て
き
て
い

る
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

取り決めている範囲
同 左
構成比

３３．１

２３．９

１９．３

１４．０

４．３

１．４

０．２

０．２

３．６

１００．０

１９年 ／
戸数

１，４５８

１，０５４

８５１

６１９

１９２

６２

８

８

１５８

４，４１０

同 左
構成比

３３．９

２３．２

１９．１

１４．２

４．２

１．５

０．２

０．１

３．６

１００．０

１８年 ／
戸数

１，４２４

９７４

８０１

５９５

１７７

６１

８

６

１５２

４，１９８

区 分

経営主－配偶者

経営主－子

経営主－配偶者－子

経営主－配偶者－子－子の配偶者

父・母－経営主－配偶者

父・母－経営主－子

父・母－経営主－配偶者－子

父・母－経営主－配偶者－子－子の配偶者

その他（父・母－経営主等）

合 計

取り決めている内容（複数回答）
締結数に
対する比

９５．２

８７．４

８５．２

８１．１

７３．６

７０．１

２２．８

１９．４

１６．６

１５．１

７．６

４．６

２．１

２．７

１００．０

１９年／
戸数

４，１９９

３，８５４

３，７５８

３，５７５

３，２４６

３，０９２

１，００６

８５５

７３３

６６５

３３４

２０２

９４

１２０

２５，７３３

４，４１０

締結数に
対する比

９３．１

８６．６

８１．９

８０．５

７０．６

６７．０

２３．７

２０．７

１５．７

１４．１

７．５

４．４

１．５

１．６

１００．０

１８年／
戸数

３，９１０

３，６３６

３，４３６

３，３７９

２，９６４

２，８１１

９９３

８６９

６５７

５９１

３１５

１８６

６２

６９

２３，８７８

４，１９８

区 分

農業経営の方針決定

経営移譲

労働時間、休日

収益の分配（日給、月給以外の利益の分配）

農業面の役割分担（作業分担、農業簿記）

労働報酬（日給、月給）

移譲者（老後）の扶養（住居、生活）

資産相続

生活面の役割分担（家事、交際）

労働衛生・健康管理

育児の役割分担

農業面の部門分担（加工・販売等）

社会・地域活動への参加

その他

合 計

協定締結戸数

家
族
経
営
協
定
調
印
式

（
標
茶
町：

釧
路
北
部
普
及
セ
ン
タ
ー
提
供
）
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�
�
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
を
目
指
す
ア
プ
ロ
ー
チ

�
�「
家
族
経
営
協
定
」に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
実
効
化

現
在
わ
が
国
で
は
、
農
山
漁
村
で
の
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
し
て
い

く
手
立
て
と
し
て
、
三
つ
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

�

女
性
の
声
が
届
く
ま
ち
・
む
ら
づ
く
り

→

女
性
の
社
会
的
役
職
へ
の
就
任
な
ど
の
「
社
会
参
画
」
の
推
進

�

「
女
性
起
業
活
動
」
の
推
進

→

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
開
発
と

そ
の
販
売
に
よ
る
女
性
自
身
の
経
済
的
自
立
・
地
域
活
性
化
へ
の

寄
与

�

「
家
族
経
営
協
定
」
に
よ
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
確
立

→

協
定
締
結
に
よ
る
話
し
合
い
の
定
期
化
と
構
成
員
の
経
営
へ
の
主

体
的
関
与
・
経
営
参
画

こ
こ
で
、
女
性
が
、
そ
の
属
す
る
経
営
の
場
で
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
る
か
の
実
態
を
み
る
と
、
�
家
族
農
業
に
お
け
る
共
同
経
営
者
と
し
て

能
力
を
発
揮
し
て
い
る
（
複
数
経
営
者
型
）
パ
タ
ー
ン
、
	
夫
婦
が
別
部
門

を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、
女
性
は
自
分
の
経
営
部
門
で
は
経
営
主
と
な
っ
て
働

い
て
い
る
パ
タ
ー
ン
。


世
帯
主
（
夫
）
は
他
産
業
に
従
事
し
て
お
り
、
自

家
農
業
の
実
質
的
な
経
営
権
、
経
常
の
責
任
は
女
性
（
妻
）
が
担
っ
て
い
る

パ
タ
ー
ン
。
対
外
的
な
経
営
名
義
は
世
帯
主
（
夫
）、
実
質
的
に
は
女
性
が

経
営
を
担
っ
て
い
る
。
�
家
族
以
外
の
メ
ン
バ
ー
と
の
共
同
経
営
に
お
け
る

経
営
参
画
と
い
う
パ
タ
ー
ン
。
�
有
償
、
無
償
の
区
分
は
あ
る
が
家
族
従
事

者
と
い
う
パ
タ
ー
ン
と
、


農
業
法
人
・
大
規
模
経
営
体
に
雇
用
さ
れ
る
農

業
労
働
者
と
し
て
女
性
が
働
く
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
女
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
確
立
と
い
う
視
点
か

ら
は
、
上
記
の
「
単
な
る
農
業
従
事
者
（
農
作
業
者
）
と
し
て
の
パ
タ
ー
ン

は
、
論
究
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
そ
の
有
力
な
推
進
の
手
順
と
さ

れ
る
家
族
経
営
協
定
の
中
で
そ
の
実
効
化
・
実
体
化
を
め
ぐ
っ
て
論
議
の
焦

点
と
し
て
以
下
の
四
つ
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。

１
�
家
族
員
の
労
働
報
酬
と
労
働
条
件
の
課
題

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
利
益
配
分
だ
け
で
な
く
、
所
得
配
分
も
含
め
た
総

収
入
の
配
分
が
中
心
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
多
額
の
負
債
を
抱
え
る
経

－ 5 －



営
で
は
、
利
益
は
ま
ず
そ
の
返
済
に
充
当
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
大
半
で
あ
る
。

後
継
者
夫
婦
に
対
し
て
は
、
農
外
雇
用
さ
れ
た
場
合
と
同
様
の
条
件
、
つ

ま
り
労
働
報
酬
（
月
給
）
と
就
労
条
件
（
休
日
）
を
保
証
で
き
る
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
経
営
主
妻
に
対
し
て
も
、
現
状
の
個
人
事
業
形
態
で

は
後
継
者
（
夫
婦
）
同
様
に
給
与
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
が
支
配
的
で
あ

る
。し

か
し
「
農
業
者
年
金
」
受
給
や
「
認
定
農
業
者
」
の
対
象
と
な
る
た
め

に
は
、
共
同
経
営
者
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
必
要
で
あ
り
、
共
同
経
営
者
と

い
う
視
点
で
は
、
収
益
分
配
が
問
題
と
な
る
。

通
常
は
、
給
与
の
ほ
か
に
、
利
益
が
出
た
場
合
に
賞
与
と
い
う
形
を
と
る

こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
が
収
益
配
分
と
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
経
営
主
以

外
の
家
族
員
の
出
資
や
資
産
の
持
分
が
な
か
っ
た
り
、
あ
っ
て
も
明
確
で
な

く
、
夫
婦
間
で
五
〇
％：

五
〇
％
と
い
う
よ
う
な
持
ち
分
比
率
の
事
例
は
ほ

と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

２
�
経
宮
上
の
意
思
決
定
の
あ
り
方

家
族
経
営
協
定
の
な
か
で
、
経
営
に
お
け
る
役
割
分
担
は
主
要
な
項
目
の

一
つ
で
、
家
族
員
の
合
意
に
基
づ
く
分
担
は
家
族
員
の
意
欲
や
責
任
感
を
高

め
、
経
営
全
般
に
プ
ラ
ス
と
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
女
性
が
経
理
部
門
を
担
当
し
、
経
営
管
理
に
関
与
す
る
例
は
比
較
的

多
く
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
家
族
員
の
役
割
分
担
の
明
確
化
は
、
家
族
農
業
経
営
で
は

重
要
な
要
件
で
は
あ
る
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
経
営
の
本
来
の
姿
か
ら
す

る
と
、
経
営
管
理
部
門
の
役
割
分
担
と
と
も
に
、
経
営
上
重
要
な
意
思
決
定

へ
の
参
画
が
不
可
欠
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

こ
の
視
点
で
見
る
と
、
女
性
が
経
理
を
担
当
し
て
い
て
も
、
経
営
上
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
際
し
て
、
そ
の
重
要
な
意
思
決
定
に
十
分
に
関
与

し
て
い
な
か
っ
た
り
、
法
人
経
営
上
の
地
位
が
男
性
と
女
性
と
で
差
が
あ
っ

た
り
す
る
例
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
女
性
の
経
営
参
画
と
い
う
意
味

で
は
、
重
要
な
意
思
決
定
の
場
で
対
等
に
発
言
し
参
加
で
き
る
こ
と
が
参
画

の
水
準
を
判
定
す
る
尺
度
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、

意
思
決
定
に
貢
献
で
き
る
知
識
や
能
力
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
結
果

に
対
し
て
も
責
任
を
負
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

３
�
経
営
資
産
の
継
承
と
所
有

農
業
に
お
け
る
経
営
資
産
を
含
む
次
世
代
へ
の
経
営
継
承
は
、
家
族
農
業

経
営
で
は
大
き
な
問
題
で
あ
っ
て
、
通
常
で
は
経
営
主
が
親
か
ら
遺
産
相
続

し
た
経
営
資
産
を
所
有
す
る
の
が
一
般
的
形
態
で
あ
る
。
法
人
経
営
で
は
、

個
人
所
有
の
資
産
を
法
人
に
貸
付
す
る
か
、
法
人
に
譲
渡
し
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
。
法
人
化
の
目
的
は
多
様
で
あ
る
が
、
遺
産
相
続
に
よ
る
分
割
の
リ
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ス
ク
を
小
さ
く
し
、
次
世
代
へ
経
営
資
産
を
円
滑
に
継
承
す
る
こ
と
も
目
的

の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

経
営
継
承
は
多
く
の
場
合
、
父
か
ら
息
子
へ
の
継
承
が
一
般
的
と
さ
れ
て

い
る
農
業
に
対
し
、
経
営
資
産
が
法
人
の
所
有
で
あ
り
、
か
つ
法
人
役
員
と

し
て
女
性
も
対
等
な
地
位
に
あ
る
場
合
は
、
経
営
資
産
の
所
有
権
に
関
し
て

対
等
な
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
夫
婦
共
有
財
産
制
」
や
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
に
よ
っ
て
女
性

の
経
営
資
産
所
有
が
保
証
さ
れ
る
諸
外
国
と
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
な

い
我
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
農
地
な
ど
の
経
営
資
産
は
男
性
農
業
者
が
親
か

ら
相
続
す
る
の
が
一
般
的
で
、
農
家
の
後
継
ぎ
を
除
け
ば
、
女
性
は
現
金
以

外
の
経
営
資
産
を
ほ
と
ん
ど
所
有
し
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
か
し
、

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
、
女
性
も
「
共
同
申
請
」
で
「
認
定
農
業
者
」
の

認
定
を
受
け
る
と
、
制
度
資
金
利
用
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
名
義

の
経
営
資
産
を
獲
得
・
保
有
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
が
現
在
作
ら
れ
つ
つ
あ

る
の
は
遅
ま
き
な
が
ら
も
一
歩
前
進
だ
と
言
え
よ
う
。

実
際
に
、
女
性
農
業
者
が
、
家
族
経
営
協
定
で
明
確
に
な
っ
た
給
与
を
貯

め
て
農
地
を
取
得
し
た
事
例
や
、
共
同
申
請
で
認
定
農
業
者
と
な
り
制
度
資

金
を
利
用
し
て
経
営
資
産
を
所
有
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
例
も
府
県
で
は
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

４
�
家
庭
生
活
上
の
ル
ー
ル
づ
く
り

家
族
経
営
で
は
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
農
業
経
営
と
家
庭
生
活
を
一
体
的
に
営

ん
で
い
る
の
で
、
経
営
の
収
益
配
分
と
生
活
費
負
担
は
、
法
人
経
営
の
よ
う

に
形
の
上
で
分
離
し
て
い
る
場
合
で
も
、
実
質
的
に
は
リ
ン
ク
し
て
い
て
、

家
族
経
営
協
定
な
ど
で
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
取
り
決
め
を
行
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
。
同
様
に
、
営
農
の
役
割
分
担
と
家
事
の
役
割
分
担
も

関
連
さ
せ
て
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
家
族
経
営
協
定
で
は
両
方
の
役
割
が
併

記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
経
営
へ
の
参
画
を
考
察
す
る
と
き
、
営
農
活
動
、
経
営
管
理
、

意
思
決
定
へ
の
参
加
と
い
う
よ
う
に
、
構
造
的
段
階
的
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
同
様
の
こ
と
は
家
庭
生
活
の
分
野
に
つ
い
て
も
適
応
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
家
庭
生
活
の
領
域
は
、
衣
食
住
に
関
す
る
事
柄
以
外
に
も
、
家

族
の
健
康
、
育
児
、
子
供
の
教
育
、
高
齢
者
介
護
、
親
戚
・
近
隣
と
の
つ
き

あ
い
な
ど
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。

家
事
労
働
の
役
割
分
担
だ
け
で
な
く
、
家
計
管
理
を
は
じ
め
様
々
な
生
活

上
の
問
題
に
つ
い
て
誰
が
責
任
を
負
う
の
か
、
対
処
が
必
要
な
問
題
の
意
思

決
定
に
参
画
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

本
来
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
経
営
と
い
う
観
点
で
み
た
場
合
、
経
営
上

－ 7 －



む
す
び
に
か
え
て

の
意
思
決
定
へ
の
女
性
の
対
等
な
参
画
と
同
様
、
男
性
も
ま
た
家
庭
生
活
運

営
に
お
け
る
意
思
決
定
へ
の
対
等
な
参
画
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
こ
と
と
言
え
よ
う
。

５
�
欧
米
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
と

日
本
の
家
族
経
営
協
定
と
の
差
異

欧
米
に
お
い
て
も
、
農
場
で
の
作
業
や
家

事
・
育
児
な
ど
は
わ
が
国
と
同
様
に
男
女
の

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
が
あ
る
が
、
経
営
の

意
思
決
定
に
お
い
て
は
夫
婦
の
間
で
、
よ
り

対
等
な
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
農
場
経
営
で
知
ら
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
と
家
族

経
営
協
定
と
の
差
異
を
参
考
ま
で
に
整
理
し

て
表
に
示
し
た
。

こ
の
両
者
の
差
異
は
、
単
に
農
業
経
営
の

方
式
の
問
題
で
は
な
く
、
家
族
制
度
や
婚
姻

関
係
、
財
産
法
、
女
性
の
社
会
的
地
位
の
成

熟
等
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

経
営
上
の
意
思
決
定
、
収
益
配
分
、
資
産
形
成
面
で
実
質
を
担
う
の
が
女

性
で
あ
っ
て
も
、
農
地
の
所
有
、
税
務
申
告
の
名
義
人
、
資
材
の
購
入
、
農

産
物
の
販
売
に
際
し
て
の
対
外
的
な
名
義
人
は
男
性
と
い
う
形
態
を
基
本
的

に
変
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
所
得
税
申
告
に
関
し
て

も
１
経
営
１
事
業
主
制
度
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
者
夫
婦
間
に
お
け

る
農
業
事
業
主
判
定
に
関
連
し
て
、
別
々
に
部
門
を
分
離
し
て
経
営
し
て
い

て
も
申
告
時
に
「
家
計
の
主
宰
権
」
に
よ
っ
て
、
別
申
告
は
困
難
な
現
実
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
「
共
同
経
営
者
と
し
て
の
実
質
化
」
を
税
法
等
で
も
認
証

す
る
こ
と
を
粘
り
強
く
要
求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、

結
婚
と
財
産
に
関
す
る
民
法
で
も
、
夫
婦
間
の
資
産
所
有
に
関
し
て
改
善
を

要
す
る
課
題
が
多
い
状
況
に
あ
り
、
実
質
・
実
体
を
伴
っ
た
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
目
指
す
と
い
う
高
い
理
念
・
理
想
も
実
効
の
あ
る
法
制
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
な
け
れ
ば
、
ま
さ
に
「
絵
に
描
い
た
餅
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

て
お
き
た
い
。

我が国の家族経営協定と NZのパートナーシップ

パートナーシップ制度

パートナー（家族、夫婦でも可）

必要でない

事業としての契約

裏付けあり

各パートナー個々

家族経営協定

家族員

必要

家族・家庭内の約束事

ごく限定的

事業主１人（共同経営者）

区 分

協定者

文書化

位置づけ

法的な拘束力

課税対象
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地
域
農
研
の
藤
田
で
す
。
平
成
二
〇
年
度
の
農
業
総
合
研
修
会
に
あ
た
り
ま

し
て
、
一
言
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所
は
、

産
・
官
・
学
を
結
集
し
て
地
域
農
業
の
振
興
を
支
援
す
る
研
究
機
関
と
し
て
、

平
成
二
年
に
創
立
し
て
お
り
、
来
年
は
二
〇
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
間
、
関
係
の
皆
さ
ま
方
に
は
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
本
研
修
の
企
画
に
あ
た
り
ま
し
て
、
Ｊ

Ａ
北
海
道
中
央
会
、
Ｊ
Ａ
全
国
中
央
会
長
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
農
協
運
動

の
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
宮
田
勇
氏
に
ご
講
演
を
依
頼
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

ご
快
諾
を
い
た
だ
き
本
日
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
主
催
者
と
し
ま
し
て
望
外

の
喜
び
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
も
同
じ
く
感
じ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
日
本
は
政
治
も
経
済
も
そ
し

て
農
業
も
閉
塞
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
し
か
し
、
農
業
に
つ
い
て
は
最
近
国
民

の
味
方
が
増
え
て
き
た
、
強
力
な
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私

は
感
じ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
原
料
価
格
、
あ
る
い
は
原
油
価
格
、
あ
る
い
は

肥
料
価
格
、
飼
料
の
価
格
、
そ
し
て
穀
物
価
格
の
高
騰
と
、
需
給
不
安
は
我
が

国
を
は
じ
め
資
源
を
持
た
ざ
る
国
の
国
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

そ
し
て
ま
た
、
中
国
産
冷
凍
餃
子
事
件
に
代
表
さ
れ
る
食
品
の
安
全
性
も
非
常

に
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
国
民
は
日
本
の
将
来
の
食
料
供
給
に
非
常
に
不
安
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
最
近
の
内
閣
府
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
平
成
十
八
年
と
平

成
二
〇
年
の
比
較
で
す
が
、
日
本
の
将
来
の
食
料
供
給
に
つ
い
て
非
常
に
不
安

に
思
っ
て
い
る
方
が
、
平
成
十
八
年
は
二
八
・
七
％
、
平
成
二
〇
年
で
は
五
六

・
五
％
と
、
二
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
あ
る
程
度
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
を
加
え
る
と
、
九
四
％
の
国
民
の
方
が
よ
り
不
安
に
感
じ
て
い
る
と
い
う

結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。
国
民
そ
し
て
消
費
者
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
国
産
に
回

帰
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
。
そ
し
て
今
ま
で
以
上
に
日
本
の
農
家
の
重
要

性
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

政
府
は
来
年
三
月
ま
で
に
新
た
な
食
料
、
農
業
、
農
村
の
基
本
計
画
を
策
定
し

集特

平
成
２０
年
度

農
業
総
合
研
修
会

日
時：

平
成
二
十
一
年
二
月
十
日

場
所：

共
済
サ
ロ
ン
「
高
砂
の
間
」
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よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
食
料
自
給
率
を
五
〇
％

に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
柱
に
担
い
手
育
成
を
ど
う
す
る
か
、
あ
る
い
は
農
地
確

保
を
ど
う
す
る
か
、
食
の
安
全
性
を
ど
う
い
う
具
合
に
す
る
か
と
い
う
問
題
に

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
妥
結
に
追
い
込
ま
れ

る
か
も
し
れ
な
い
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
の
厳
し
い
条
件
の
も
と
で
国
内
対
策
を
検

討
し
よ
う
と
、
即
ち
持
続
可
能
な
農
業
を
築
く
た
め
の
経
営
安
定
対
策
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
、
国
民
の
幅
広
い
意
見
を
聞
き
な
が
ら
策
定
す
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
ん
で
お
り
ま
す
。
将
来
の
日
本
の
農
業
を
考
え
る
時
に
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
国
民
運
動
と
し
て
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
な
と
、
個
人
的
で
は
あ
り
ま
す
が
考
え
て
い
ま
す
。

本
日
は
宮
田
勇
氏
と
い
う
ビ
ッ
グ
な
講
師
を
お
招
き
い
た
し
ま
し
た
。
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
お
手
元
の
資
料
に
詳
細
が
載
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
農
協
運
動
を
振
り
返
り
、
ま
た
今
後
の
日
本
農
業
の
そ
し
て
北
海
道
農

業
の
進
む
道
を
ご
提
言
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
講
師
の
宮
田
勇
氏
、
そ
し
て

ご
出
席
の
皆
さ
ま
方
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
て
開
会
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
拍
手
）
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◇
農
協
運
動
へ
の
出
発

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
宮
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
の
六
月
ま
で
は
北
農
中
央
会
、
そ
し
て
八
月
ま
で
は
全
中
の
会
長
と
い
う
立
場

で
、
大
変
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
陰
で
何
と
か
任
期
満
了
で
退
任

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
新
篠
津
村
農
協
の
組
合
長
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
の
四
月
七
日
が
総
会
で
改
選
期
で
す
の
で
、
任
期
ま
で
地
元
で
仕
事
を

し
て
い
る
と
い
う
毎
日
で
す
。
私
も
初
め
は
ホ
ク
レ
ン
の
非
常
勤
理
事
か
ら
ず
っ

と
共
済
連
、
中
央
会
と
い
う
こ
と
で
、
連
合
会
の
立
場
で
皆
さ
ん
に
大
変
ご
指
導

を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
日
は
こ
の
よ
う
に
一

緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
や
、
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
関
係
機
関
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、
私
も
何
だ
か
ド
ギ
マ
ギ
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ひ
と
つ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
研
究
所
の
中
出
さ
ん
か
ら
、
自
分
の
生
い
立
ち
も
含
め
て
農
協

で
の
状
況
、
あ
る
い
は
北
農
中
・
全
中
の
事
柄
も
含
め
て
話
を
し
て
く
れ
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
中
身
を
た
だ
箇
条
書
き
に
し
て
レ
ジ
ュ
メ
と
し
て
出

し
た
も
の
で
す
か
ら
、
非
常
に
広
範
囲
で
す
の
で
、
逆
に
中
出
さ
ん
の
ほ
う
か
ら

「
こ
ん
な
話
一
時
間
半
で
で
き
る
の
？
」
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も

あ
っ
て
、
別
に
時
間
を
計
算
し
て
レ
ジ
ュ
メ
を
作
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
中
を
省
い
た
り
端
折
っ
た
り
し
て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
付
き
合
い
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
生
い
立
ち
を
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
お
じ
い
さ
ん
が
、
今
で

言
う
富
山
県
砺
波
市
の
池
原
、
昔
で
言
え
ば
東
砺
波
郡
池
原
村
か
ら
一
一
〇
年
ぐ

ら
い
前
に
移
住
し
て
き
ま
し
て
、
私
は
そ
こ
の
三
代
目
で
す
。
新
篠
津
に
生
ま
れ

育
っ
て
、
自
分
の
郷
土
は
世
界
一
良
い
所
だ
と
思
っ
て
喜
ん
で
住
ん
で
い
ま
す
。

私
は
農
業
の
傍
ら
学
校
を
終
っ
て
、
ま
ず
青
年
団
に
入
り
ま
し
た
。
農
協
青
年
部

講講

演演わわ
がが
農農
協協
運運
動動
をを
振振
りり
返返
っっ
てて－

北
海
道
農
業
へ
の
提
言－

新
篠
津
村
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

宮

田

勇
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に
入
る
ま
で
、
そ
れ
以
後
も
、
私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
自
分
一
人
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
や
る
と
い
う
よ
り
も
、
グ
ル
ー
プ
で
仲
間
と
話
し
合
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

行
動
を
す
る
と
い
う
の
が
少
年
時
代
か
ら
得
手
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
方
向
で
き

た
わ
け
で
す
。
一
番
最
初
は
青
年
団
に
入
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
後

は
私
を
入
れ
て
仲
間
六
人
で
「
郷
友
会
」
と
い
う
の
を
作
り
ま
し
た
。
村
づ
く
り

・
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
個
人
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
言
っ
て
も
な
か
な
か

人
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
で
は
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
で
す
。
や
は
り
青
年

と
し
て
の
期
待
や
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
仲
間
で
話
し
合
っ

て
仲
間
の
力
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
発
想
か
ら
作
り
ま
し

た
。
村
の
改
革
な
り
農
業
の
こ
と
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
あ
の
当
時
の

村
長
さ
ん
や
農
協
の
組
合
長
や
議
長
さ
ん
を
講
師
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞

い
て
食
事
を
し
な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
仲
間
が
増
え
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
の
基

盤
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

今
は
み
な
法
人
化
法
人
化
と
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
は
昭
和
四
四
年
に

十
一
人
か
ら
の
出
発
で
し
た
が
仲
間
で
近
代
化
協
議
会
を
つ
く
っ
て
、
村
の
法
人

化
で
複
式
簿
記
に
よ
る
青
色
申
告
を
や
っ
た
と
い
う
経
験
も
あ
り
ま
す
。
あ
の
当

時
、
町
村
の
中
で
は
青
色
申
告
の
メ
ン
バ
ー
が
三
〇
〇
人
以
上
も
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が
発
展
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
に

農
協
青
年
部
に
入
っ
て
以
後
そ
う
い
う
活
動
を
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
間
に
稲
作

研
究
会
を
作
り
ま
し
た
が
、
そ
の
当
時
の
会
長
さ
ん
が
大
塚
弘
さ
ん
で
、
私
も
結

婚
し
て
す
ぐ
で
し
た
が
副
会
長
を
や
り
ま
し
た
。
大
塚
弘
さ
ん
が
我
が
村
最
初
の

宮 田 勇（みやた いさみ）氏

昭和１０年 新篠津村生まれ

札幌南高等学校卒業後、家業の農業を継ぐ

昭和４８年 新篠津村農業協同組合監事

昭和５４年 〃 理事

昭和５７年 〃 専務理事

昭和６３年 〃 組合長理事に就任、現

在に至る

平成３年 ホクレン農業協同組合連合会理事

平成８年 北海道共済農業協同組合連合会副会長（平成

１１年まで）

平成１１年 北海道農業協同組合中央会会長に就任

３期９年間を勤め、平成２０年退任

平成１４年 北海道で初めてとなる全国農業協同組合中央

会会長に就任２期６年間勤める。

この間多くの道内と全国諸機関の役職に就任

するとともに、新篠津村産業開発貢献賞、北

海道農業協同組合功労者表彰、北海道産業貢

献賞、全国農業協同組合功労者表彰（緑綬、

紅綬、名誉賞）及び黄綬褒章を受章する。
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農
林
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
の
で
す
が
、
私
も
そ
れ
か
ら
三
年
ぐ
ら
い
で
農
林
大
臣

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
私
の
農
業
に
対
す
る
自
信
と
い
う
か
、
こ
れ
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
く
た
め
に
は
大
き
な
一
つ
の
転
機
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
が
い
え
ま
す
。
そ
の
当
時
の
大
塚
弘
さ
ん
と
か
中
出
武
二
さ
ん
と
か
、
先

輩
の
方
に
は
大
変
ご
指
導
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
り
ま
し
て
、
野
球
の
チ
ー
ム
で
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
」
と
い
う

の
を
つ
く
り
、
江
別
と
か
岩
見
沢
の
朝
野
球
に
出
ま
し
て
、
江
別
で
は
準
優
勝
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
経
緯
の
中
で
仲
間
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
い
ろ
い

ろ
な
面
で
応
援
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

◇
新
篠
津
村
農
協
の
運
営
と
農
業
振
興
の
取
り
組
み

ま
た
北
海
道
で
は
最
初
の
機
械
移
植
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
も
我
が
村
で
、

共
同
育
苗
も
全
道
に
先
駆
け
て
私
の
村
で
行
な
い
ま
し
た
。
大
塚
さ
ん
の
所
が
第

四
地
区
の
共
同
育
苗
セ
ン
タ
ー
。
私
の
所
は
川
上
共
同
育
苗
セ
ン
タ
ー
を
作
り
ま

し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
最
初
で
す
か
ら
技
術
な
ど
は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

一
人
で
や
る
と
失
敗
し
ま
す
が
、
仲
間
で
や
る
と
お
互
い
の
長
所
が
結
び
あ
っ
て

上
手
く
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
狙
い
の
中
で
、
一
緒
に
や
ろ
う
と
呼
び
か
け

て
私
の
所
に
共
同
育
苗
の
施
設
を
建
て
て
や
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
も

延
々
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
青
年
部
を
終
わ
っ
て
農
民
協

議
会
を
つ
く
っ
た
り
し
て
、
農
協
役
員
を
や
る
前
は
グ
ル
ー
プ
と
か
団
体
を
つ

く
っ
て
皆
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
仕
事
を
し
て
き
た
と
い
う
の
が
、
私
の
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
の
ス
タ
ー
ト
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
で
今
日
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
皆
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
が

地
域
づ
く
り
と
か
い
ろ
い
ろ
な
形
で
リ
ー
ド
を
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
農
協
の
役
員
も
本
当
に
長
く
や
り
過
ぎ
ま
し

て
、
今
日
ま
で
十
二
期
三
六
年
に
な
り
ま
す
。
私
も
七
三
歳
に
な
り
ま
す
か
ら
、

半
生
は
農
協
の
役
員
で
過
ご
し
た
と
。
青
年
部
は
昭
和
四
〇
年
か
ら
で
す
か
ら
、

本
当
に
農
協
一
筋
で
人
生
を
全
う
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
わ
け
で
、
そ

れ
だ
け
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ

と
を
申
し
上
げ
て
自
己
紹
介
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇◇

企
画
開
発
室
の
設
置

私
が
農
協
の
常
勤
役
員
に
な
っ
た
の
が
昭
和
五
七
年
で
専
務
を
二
期
、
六
三
年

に
組
合
長
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
当
時
は
今
と
違
っ
て
、
厳
し
い
厳
し
い
と

言
い
な
が
ら
も
余
裕
が
あ
っ
た
時
代
で
す
。
私
も
農
協
の
組
合
長
に
な
っ
て
か
ら
、

一
つ
は
農
協
の
経
営
面
で
組
合
員
の
た
め
に
頑
張
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
ま

た
農
協
の
機
能
を
良
く
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
特
色
と
い

う
か
夢
と
い
う
か
、
若
干
遊
び
も
含
め
て
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。
前
の
組
合
長
と
違
っ
た
特
色
を
出
そ
う
か
と
い
う
こ
と
で
大
分
苦

心
を
し
た
わ
け
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
企
画
開
発
室
を
設
置
し
ま
し
て
、
農
協

な
り
新
篠
津
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
大
々
的
に
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
時
に
宣

伝
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
新

篠
津
の
農
業
、
農
協
の
売
り
込
み
と
い
う
こ
と
に
力
を
入
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

今
で
言
え
ば
当
然
で
す
け
れ
ど
も
、
当
時
は
あ
ま
り
そ
う
い
う
例
は
多
く
は
あ
り

－ 13 －
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ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
農
産
加
工
を
何
と
か
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
み
ま
し
て
、

試
行
錯
誤
し
て
ジ
ュ
ー
ス
や
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
今
残
っ

て
い
る
の
は
味
噌
と
か
米
麹
で
す
ね
。
お
陰
さ
ま
で
味
噌
は
大
分
好
評
を
得
て
お

り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
バ
イ
テ
ク
の
い
ち
ご
の
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
を
実
際
に
作
っ

て
供
給
し
た
り
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
う
ち
の
理
事
会
で
は
「
組
合
長
、

去
年
取
り
組
ん
だ
の
は
ど
ん
な
成
果
だ
？
」
と
、
す
ぐ
に
答
え
を
求
め
る
ん
で
す
。

そ
の
時
私
は
「
農
業
と
い
う
の
は
皆
さ
ん
も
や
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
急
に
今
日

い
っ
て
明
日
答
え
が
出
る
も
の
で
は
な
い
。
も
っ
と
夢
を
持
っ
て
長
い
目
で
見
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
困
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
役
員
を
説
得
す
る
の
に
大
分
苦
労
し

た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
試
み
を
や
っ
て
き
て
、
大
き
な
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
何
と
か
特
徴
を
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ

う
い
う
取
り
組
み
を
自
分
で
考
え
て
進
め
て
き
た
わ
け
で
す
。

◇◇

土
地
改
良
事
業
へ
の
取
り
組
み

次
に
、
う
ち
の
村
と
い
う
の
は
昔
は
お
い
し
く
な
い
米
の
代
名
詞
と
し
て
「
ね

こ
ま
た
ぎ
米
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
ホ
ク
レ
ン
の

方
に
は
新
篠
津
の
米
を
売
る
の
に
大
変
ご
苦
労
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く

最
近
は
土
地
改
良
の
結
果
、
評
価
が
上
が
っ
て
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
猫
も
食
べ
な
い
で
ま
た
い
で
行
く
と
い
う
ぐ
ら
い
評
価
が
低
い
の
で
ね
こ

ま
た
ぎ
米
と
言
う
の
で
す
。
新
篠
津
の
米
は
泥
炭
地
の
米
だ
か
ら
「
ね
こ
ま
た
ぎ

米
」
で
、
パ
ラ
パ
ラ
、
カ
ス
カ
ス
し
て
さ
っ
ぱ
り
粘
り
が
な
く
て
美
味
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
何
と
か
土
地
改

良
を
し
て
品
質
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
時
あ
た
か

も
泥
炭
地
開
発
総
合
事
業
と
い
う
の
が
新
篠
津
を
中
心
と
し
て
江
別
・
当
別
・
月

形
も
含
め
て
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
客
土
を
や
り
ま
し
た
。
新
篠
津
は
半

分
ぐ
ら
い
は
湿
地
帯
で
大
変
な
と
こ
ろ
で
し
た
か
ら
、
そ
こ
で
大
き
な
運
河
を

掘
っ
て
山
土
を
入
れ
て
客
土
を
し
て
反
転
を
す
る
と
い
う
土
地
改
良
事
業
を
や
り

ま
し
た
。
当
時
は
大
変
で
し
た
。
新
篠
津
の
農
家
の
四
割
ぐ
ら
い
は
戦
後
の
樺
太

か
ら
の
引
き
揚
げ
の
方
や
、
北
見
の
上
湧
別
町
を
始
め
、
道
内
各
地
か
ら
入
植
し

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
残
っ
て
い
る
方
は
二
割
ぐ
ら
い
し
か
お
り
ま
せ
ん
。
泥
炭

は
有
機
で
す
か
ら
、
有
機
と
山
の
土
が
ミ
ッ
ク
ス
し
て
非
常
に
生
産
性
の
高
い
、

品
質
の
高
い
有
数
の
良
質
地
帯
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

客
土
な
ん
で
す
が
、
新
篠
津
の
農
協
と
い
う
の
は
山
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

山
を
持
っ
て
い
る
所
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
。
新
篠
津
の
村
が
初
め

持
っ
て
い
た
の
で
す
が
戦
後
、
小
学
校
も
中
学
校
も
火
災
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
村
は
学
校
を
建
て
る
お
金
が
な
い
と
。
そ
れ
で
そ
の
当
時
農
協

に
「
山
を
あ
げ
る
か
ら
、
そ
の
山
の
木
を
切
っ
て
学
校
を
建
て
て
く
れ
」
と
言
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
で
引
き
受
け
た
ん
で
す
。
今
は
客
土
の
土
を
山
か
ら
取
る
と
い

う
の
は
環
境
問
題
が
大
変
で
、
ど
こ
で
も
取
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
農
協
で
山
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
全
道
で
も
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
今
で
は
も
う

宝
の
山
で
す
。
今
年
も
客
土
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
土
が
泥
炭
と
ミ
ッ
ク
ス

す
る
と
ち
ょ
う
ど
い
い
ん
で
す
よ
。
逆
に
そ
う
い
っ
た
良
い
面
も
あ
り
ま
し
て
、

今
は
生
産
性
の
高
い
土
地
に
変
貌
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
大
変
な
状
況
だ
っ
た
わ
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け
で
す
。

◇◇

共
済
事
業
の
積
極
的
推
進

も
う
一
つ
は
う
ち
の
農
協
の
紹
介
で
す
け
れ
ど
も
、
共
済
事
業
の
積
極
的
推
進

と
い
う
こ
と
で
す
。
実
は
私
の
所
は
共
済
事
業
の
発
祥
の
地
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
の
当
時
は
北
海
道
は
全
国
に
先
駆
け
て
共
済
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
の
初
代
の
組
合
長
、
東
出
太
郎
市
さ
ん
が
契
約
第
一
号
で

あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
時
も
政
府
の
認
可
と
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
非
常
に
苦

労
し
た
と
。
そ
の
中
で
東
出
太
郎
市
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
北
海
道
共
済
連
を

つ
く
っ
て
出
発
し
た
と
い
う
共
済
発
祥
の
地
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
面
で
共
済
の

推
進
が
非
常
に
盛
ん
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
私
が
農
協
役
員
に
な
っ
た
最
初
の

頃
で
す
。
建
物
更
正
共
済
を
北
海
道
の
共
済
連
で
や
っ
た
時
の
第
一
号
も
、
私
の

前
の
組
合
長
の
窪
田
重
雄
さ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
縁
で
す
の
で
、
う
ち
の
農
協

は
常
に
全
国
の
戸
当
た
り
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
農
協
あ
げ
て
推
進
を
し
た

こ
と
を
、
私
も
は
じ
め
の
頃
に
強
く
記
憶
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
農
協

で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

◇◇

組
合
員
を
大
事
に

も
う
一
つ
は
、
組
合
員
を
大
事
に
、
堅
実
経
営
を
モ
ッ
ト
ー
に
の
伝
統
を
守
る

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
の
農
協
も
今
は
水
田
主
体
で
す
が
、
水

田
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
〇
年
以
降
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
非
常
に
零
細
な
農
家

だ
っ
た
の
で
す
。
戦
後
、
組
合
員
に
貸
す
お
金
が
な
く
て
、
う
ち
の
農
協
の
総
務

部
長
さ
ん
な
ど
が
、
あ
の
時
は
車
の
時
代
で
は
な
い
で
す
か
ら
、
ひ
と
晩
泊
り
で

札
幌
へ
来
て
信
連
に
頭
を
下
げ
て
お
金
を
借
り
た
と
。
そ
れ
で
も
な
か
な
か
貸
し

て
く
れ
な
か
っ
た
と
い
う
ん
で
す
（
笑
）。
札
幌
へ
行
っ
て
戻
っ
て
く
る
。
ひ
と

晩
で
借
り
れ
な
い
で
も
う
一
晩
泊
っ
て
、
何
と
か
頭
を
下
げ
て
お
金
を
借
り
て

帰
っ
て
、
組
合
員
に
お
金
を
貸
し
た
と
。
そ
ん
な
こ
と
で
う
ち
の
農
協
と
い
う
の

は
、
は
じ
め
は
組
合
員
自
体
も
零
細
な
畑
作
農
家
だ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
大
変
苦

労
を
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。
私
も
は
じ
め
農
協
の
役
員
に
な
っ
た
時
、
何
と
し

て
も
組
合
員
が
大
事
だ
か
ら
、
組
合
の
経
営
も
大
事
だ
か
ら
と
も
か
く
堅
実
に
き

ち
っ
と
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
当
時
の
組
合
長
さ
ん
か
ら
本

当
に
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
伝
統
が
今
も
あ
り
ま
す
。

私
も
そ
の
流
れ
を
組
ん
で
、
ま
ず
一
つ
は
組
合
員
へ
の
還
元
、
あ
と
は
何
と

い
っ
て
も
農
協
の
体
質
を
き
ち
っ
と
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
組
合

員
が
仕
事
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。
し
か
し
、
は
じ
め
の
頃
は
総
会
で
も
部
落
懇
談
会

で
も
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
農
協
は
剰
余
金
を
出
し
ま
す
よ
、
組
合
員
に
は
そ
れ

を
還
元
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
「
今
度
こ
れ
だ
け
は
積
立
金
を
積
ん
で
農
協
に
内
部

留
保
し
ま
す
」
と
言
っ
た
ら
、「
税
金
を
取
ら
れ
る
ん
だ
ろ
う
」
と
。「
取
ら
れ
ま

す
」
と
言
っ
た
ら
、「
税
金
を
取
ら
れ
る
ぐ
ら
い
な
ら
組
合
員
に
還
元
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
が
か
な
り
出
ま
し
た
。
私
の
前
の
窪
田
組

合
長
さ
ん
時
代
も
、
伊
藤
組
合
長
さ
ん
時
代
も
大
変
苦
労
し
て
、「
部
落
へ
行
っ

た
ら
言
わ
れ
る
ん
で
参
っ
た
、
け
れ
ど
も
組
合
の
経
営
も
大
事
だ
か
ら
な
」
と
私

も
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
が
な
っ
て
か
ら
も
言
わ
れ
ま
し
た
よ
。
だ
か
ら
私
は

「
あ
な
た
の
家
は
ど
う
し
て
ま
す
か
」
と
聞
く
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
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「
え
っ
？
」
と
怪
訝
な
顔
を
す
る
の
で
、
そ
の
頃
の
一
〇
〇
万
円
は
大
き
か
っ
た

で
す
が
、
仮
に
「
今
年
は
一
〇
〇
万
円
の
利
潤
が
出
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
と
息
子

さ
ん
に
全
部
あ
げ
ま
す
か
？
、
違
う
で
し
ょ
う
？
。
そ
り
ゃ
あ
一
〇
万
円
や
二
〇

万
円
は
あ
げ
る
で
し
ょ
う
。
だ
け
ど
あ
と
の
八
〇
万
円
や
九
〇
万
円
は
、
来
年
ま

た
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
機
械
も
買
わ
に
ゃ
な
ら
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

も
せ
ん
な
ら
ん
、
直
さ
に
ゃ
な
ら
ん
。
だ
か
ら
貯
金
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に

す
る
で
し
ょ
う
？

そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」
言
っ
た
ん
で
す
。「
そ
れ
も
そ

う
だ
な
」
と
。「
農
協
も
同
じ
で
し
ょ
う
？
」
と
。
そ
う
い
う
こ
と
を
私
は
ず
っ

と
言
っ
て
歩
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
何
年
も
し
な
い
う
ち
に
「
税
金
払
っ
て
ま
で

農
協
で
そ
ん
な
こ
と
す
る
こ
と
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
組
合
員
は
お
陰
様
で

い
な
く
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
上
か
ら
「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
っ
て
農
協
は
内
部

留
保
せ
ん
な
ら
ん
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
な
か
通
り
ま
せ
ん
ね
。
で
す
か

ら
私
は
ど
う
し
た
ら
皆
が
分
か
っ
て
く
れ
る
か
、
ど
う
し
た
ら
理
解
し
て
も
ら
え

る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
対
応
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ

と
い
う
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
き
ま
し

た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
協
力
を
い
た
だ
い
て
こ
ら
れ
た
の
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
大
体
の
私
の
生
い
立
ち
の
紹
介
で
す
。
身
近
な
こ
と
は

こ
の
辺
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
本
題
に
移
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
北
農
中
央
会
、
全
中
会
長
と
し
て
の
取
り
組
み

ま
ず
レ
ジ
ュ
メ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
北
農
中
央
会
・
全
中
会
長
と
し
て
の
取
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り
組
み
と
い
う
こ
と
が
本
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
一
番
言
わ
れ
る
の
は

「
宮
田
さ
ん
、
北
農
中
央
会
の
会
長
や
全
中
の
会
長
に
ど
う
し
て
な
っ
た
の
？
」

と
聞
か
れ
ま
す
。
は
っ
き
り
言
っ
て
普
通
だ
と
私
は
な
ら
な
い
ん
で
す
。
石
狩
管

内
と
い
う
の
は
共
済
事
業
が
一
番
で
す
か
ら
、
私
が
は
じ
め
共
済
連
の
副
会
長
に

な
っ
た
頃
に
言
わ
れ
ま
し
た
よ
。
私
は
本
当
は
連
合
会
に
な
る
ん
だ
っ
た
ら
ホ
ク

レ
ン
の
役
員
に
な
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
う
ち
の
連
中
も
「
組
合
長
、
ど

う
せ
副
会
長
に
な
る
ん
な
ら
ホ
ク
レ
ン
の
副
会
長
に
な
ら
ん
と
い
か
ん
な
」
と
、

身
の
程
知
ら
ず
な
こ
と
を
言
う
ん
で
す
。
あ
の
時
は
藤
野
さ
ん
が
会
長
さ
ん
だ
っ

た
の
で
す
が
、
後
で
聞
く
と
藤
野
さ
ん
も
…
こ
ん
な
こ
と
は
言
わ
な
い
ほ
う
が
い

い
か
な
（
笑
）。
そ
ん
な
こ
と
で
き
た
の
で
す
が
、
当
時
石
狩
管
内
で
私
の
こ
と

を
応
援
し
て
く
れ
た
の
は
、
農
村
地
域
の
農
協
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
皆
さ
ん

覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
、
厚
別
の
西
内
組
合
長
さ
ん
と
か
あ
る
い
は
篠
路
の
富

樫
組
合
長
さ
ん
と
か
、
札
幌
市
の
古
川
組
合
長
さ
ん
な
ど
が
私
の
こ
と
を
連
合
会

に
出
ろ
と
薦
め
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
時
西
内
組
合
長
さ
ん
に
言
わ
れ
た
ん

で
す
。「
宮
田
君
、
君
を
連
合
会
の
副
会
長
に
管
内
か
ら
推
す
ん
だ
け
れ
ど
も
、

新
篠
津
は
町
と
違
う
か
ら
、
ホ
ク
レ
ン
を
望
む
と
い
う
こ
と
は
よ
く
分
っ
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
よ
く
考
え
ろ
よ
。
石
狩
管
内
は
貯
金
と
共
済
だ
け
は
全
道
一
だ

よ
。
だ
か
ら
君
が
副
会
長
に
出
た
っ
て
絶
対
に
肩
身
の
狭
い
思
い
さ
せ
な
い
。
俺

は
応
援
す
る
し
実
績
も
あ
る
ん
だ
か
ら
。
ホ
ク
レ
ン
な
ん
か
行
っ
た
ら
石
狩
管
内

は
販
売
力
も
購
買
力
も
何
も
な
い
よ
。
そ
ん
な
所
で
務
ま
る
の
か
。
そ
ん
な
余
計

な
変
な
気
持
を
起
こ
さ
な
い
で
言
う
こ
と
を
聞
き
な
さ
い
」
と
言
っ
た
ん
で
す

（
笑
）。
私
は
や
は
り
有
難
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
の
話
で
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
石
狩
管
内
と
い
う
所
は
中
地
区
だ
っ
た
か
ら
、

共
済
連
か
信
連
、
信
連
と
言
っ
た
ら
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
（
笑
）、

私
は
あ
り
の
ま
ま
を
言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
副
会
長
ぐ
ら
い
で
終
り
で
す
。
当

別
の
鹿
野
さ
ん
と
い
う
私
の
大
先
輩
が
、
か
つ
て
は
北
海
道
共
済
連
の
会
長
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
。

今
度
は
何
で
中
央
会
に
行
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
話
す

と
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
出
ま
す
の
で
触
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
（
笑
）、
あ
の
時
藤

野
さ
ん
が
ホ
ク
レ
ン
と
中
央
会
の
二
系
列
の
会
長
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
改
選
期

の
前
の
十
二
月
に
、
藤
野
さ
ん
か
ら
共
済
連
の
副
会
長
の
部
屋
に
電
話
が
掛
か
っ

て
き
て
、「
ち
ょ
っ
と
宮
田
君
、
来
て
く
れ
な
い
か
」
と
呼
ば
れ
た
ん
で
す
。

行
っ
た
ら
藤
野
さ
ん
が
一
人
会
長
室
に
お
ら
れ
て
「
私
も
来
年
の
道
連
の
改
選
で

会
長
を
任
期
満
了
で
引
退
す
る
。
君
と
矢
野
さ
ん
と
で
あ
と
を
や
っ
て
く
れ
な
い

か
」
と
言
う
ん
で
す
。
そ
し
て
「
君
を
中
央
会
の
会
長
に
、
矢
野
さ
ん
を
ホ
ク
レ

ン
の
会
長
に
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
私
は
び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
て
…
そ
れ
は

そ
う
で
し
ょ
う
。
石
狩
管
内
の
人
間
が
会
長
に
な
る
こ
と
な
い
ん
だ
か
ら
、
お
ま

け
に
中
央
会
だ
な
ん
て
い
っ
た
ら
私
は
び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
て
、
と
て
も
出
来

ま
せ
ん
と
言
っ
た
の
で
す
。
大
地
区
で
も
な
い
し
、
と
て
も
私
は
出
来
ま
せ
ん
と

言
っ
た
ら
、
藤
野
さ
ん
が
「
と
も
か
く
二
人
で
両
方
や
っ
て
、
あ
と
を
君
ら
に
お

願
い
し
た
い
。
つ
い
て
は
私
に
任
せ
て
く
れ
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
私
も
固
辞
し

た
の
で
、
そ
う
言
わ
れ
て
も
よ
も
や
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
結
果
は

そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
私
の
場
合
は
自
分
か
ら
出
る
と
言
っ
た
こ
と
は
一
回
も
あ
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り
ま
せ
ん
。
道
青
協
の
会
長
の
時
も
そ
う
で
す
。
私
は
ず
っ
と
、
全
国
の
時
も
あ

る
の
で
す
が
、
私
は
何
々
に
出
る
と
手
を
挙
げ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
が
、

特
に
先
輩
の
方
が
「
君
、
次
推
す
か
ら
か
ら
出
れ
」
と
か
、
ほ
と
ん
ど
立
て
て
く

れ
た
ん
で
す
。
個
人
プ
レ
ー
と
い
う
の
は
限
界
が
あ
り
ま
す
し
、
独
り
よ
が
り
の

点
が
あ
る
ん
で
す
。
や
は
り
仲
間
づ
く
り
と
い
う
か
、
お
互
い
人
と
話
し
合
っ
て

溶
け
込
ん
で
、
人
の
話
を
聞
く
、
正
し
く
聞
く
、
正
面
か
ら
聞
く
、
そ
う
い
う
姿

勢
と
い
う
の
は
、
青
年
時
代
か
ら
き
ち
っ
と
や
っ
て
い
な
い
と
人
の
信
用
は
得
ら

れ
な
い
な
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
な
り
に
や
っ
て
き
た
つ
も
り
で
い
ま
す
が
、
結

果
は
分
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
。
や
は
り
人
と
接
す
る
、
お
互
い
仲
間
と
し
て
や
っ

て
い
く
。
こ
れ
は
結
果
的
に
協
同
組
合
運
動
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
い
ろ

い
ろ
な
場
面
で
人
が
立
て
て
く
れ
て
、
推
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
か
な
と
い
う

こ
と
で
、
今
つ
く
ず
く
有
難
い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
人
と
の
付
き
合
い
が
一
番

の
基
本
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
物
事
の
実
現
の
た
め
の
大
き
な
力
に
な
る
、
基
礎

に
な
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
し
、
私
が
選
ば
れ
た
過
程
も
す
べ
て
そ
う
い
う
結

果
の
現
れ
か
な
と
思
っ
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

全
国
へ
行
く
時
も
そ
う
で
し
た
。
全
中
の
会
長
に
な
る
こ
と
は
全
く
予
想
し
な

い
こ
と
で
し
た
。
新
た
に
私
が
中
央
会
の
会
長
三
年
間
の
中
で
、
ち
ょ
う
ど
全
中

の
監
事
の
番
が
回
っ
て
き
ま
し
た
。
本
当
は
理
事
が
く
る
の
で
す
が
、
何
年
か
に

一
回
は
監
事
が
回
っ
て
く
る
の
で
す
。
理
事
も
監
事
も
、
全
中
の
理
事
会
で
の
発

言
は
同
じ
で
す
。
し
か
し
監
事
で
す
か
ら
少
し
は
我
慢
し
ま
す
。
さ
れ
ど
い
ろ
い

ろ
な
付
き
合
い
は
同
じ
で
す
か
ら
、
そ
の
中
で
全
中
の
会
長
選
挙
に
お
い
て
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
話
し
合
い
に
よ
り
推
薦
さ
れ
て
出
て
い
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
本

当
の
顔
の
き
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
力
の
あ
る
、
そ
う
い
う
方
が
中
心
に
な
っ
て
選
ん

で
き
た
の
で
す
。
私
の
前
の
原
田
さ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
選
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
は
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
う
と
。
や
は
り
全
体
で
選
ぶ
方
式
を
と
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
。
も
う
一
つ
は
老
齢
化
の
問
題
で
す
。
私
が
行
っ
た
時
に
は
七
〇

歳
以
上
が
当
然
で
し
た
の
で
、
私
は
六
三
歳
で
し
た
か
ら
一
番
若
い
ほ
う
で
し
た
。

今
で
は
六
三
歳
と
い
え
ば
若
く
は
な
い
で
す
よ
ね
。
あ
の
当
時
は
今
か
ら
十
年
ぐ

ら
い
前
で
す
か
ら
。
そ
の
時
に
年
齢
制
限
も
引
こ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
年
齢
制
限
の
ほ
う
は
残
念
な
が
ら
三
年
後
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
公
選
制
と
い
う
こ
と
は
決
ま
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
監
事

だ
っ
た
の
で
、
手
を
挙
げ
て
「
ど
う
せ
や
る
な
ら
一
緒
に
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
北
海
道
は
年
齢
の
ほ
う
も
き
っ
ち
り
七
〇
歳
未
満
で

や
っ
て
い
ま
す
よ
と
。
七
三
歳
で
も
七
五
歳
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

き
っ
ち
り
ラ
イ
ン
を
決
め
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
す
か
」
と
言
っ
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
ら
理
事
の
一
人
が
「
宮
田
君
、
君
の
気
持
は
分
か
る
け
ど
、
公
選
制
だ

け
で
も
決
ま
る
の
は
大
変
だ
っ
た
ん
だ
ぞ
。
こ
れ
で
ま
た
年
齢
の
こ
と
で
ワ
イ
ワ

イ
に
な
っ
て
折
角
決
ま
っ
た
も
の
が
パ
ー
に
な
っ
た
ら
困
る
か
ら
、
君
我
慢
せ

い
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
私
は
、
あ
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
「
今
の
発
言
は
取
り

消
し
ま
す
」
と
言
っ
て
取
り
消
し
た
の
で
な
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
経

過
が
あ
っ
て
か
な
り
苦
労
し
た
ん
で
す
。

そ
う
し
て
全
国
選
挙
に
な
り
ま
し
た
。
東
北
・
北
海
道
の
対
応
は
後
れ
て
お
り

ま
し
て
、
は
じ
め
は
花
元
さ
ん
と
池
端
さ
ん
が
先
行
し
て
ま
し
た
。
東
北
・
北
海

道
が
集
ま
っ
た
の
で
す
が
、
は
じ
め
の
う
ち
は
あ
ん
な
も
の
で
は
ど
う
に
も
な
ら
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な
い
と
い
う
話
で
し
た
。
二
回
目
に
「
あ
の
ま
ま
じ
ゃ
東
北
・
北
海
道
の
専
業
中

心
地
帯
と
し
て
は
面
白
く
な
い
な
あ
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
、「
次
は
何
と
か
お

互
い
考
え
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
。
私
だ
っ
て
そ
の
時

は
出
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
か
ら
「
そ
れ
も
そ
う
だ
、
面
白
く
な
い
な
あ
」

と
言
っ
た
ん
で
す
よ
。
帰
り
に
宮
城
の
会
長
が
私
と
一
緒
に
な
っ
て
「
宮
田
さ
ん
、

あ
ん
た
出
な
い
か
」
と
言
う
の
で
、「
何
言
っ
て
る
ん
で
す
か
、
冗
談
で
し
ょ

う
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
は
冗
談
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
次
の
集
ま
り

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
今
度
は
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
そ
の
時
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
岩
手
の
瀬
川
さ
ん
と
い
う
方
だ
っ
た
の
で
す
が
、

あ
の
人
は
岩
持
会
長
の
カ
バ
ン
持
ち
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
人
が
「
お
前
ら
そ
ん

な
簡
単
な
こ
と
を
言
っ
た
っ
て
、
私
は
岩
持
会
長
と
全
国
を
歩
い
て
え
ら
い
目
に

あ
っ
た
ん
だ
。
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
ぞ
。
そ
ん
な
軽
率
な
こ
と
を
い
う
も
の

じ
ゃ
な
い
」
と
、
み
ん
な
の
こ
と
を
怒
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
時
は
解
散
を
し
て
、
十
日
ぐ
ら
い
し
て
ま
た
集
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の
時

に
瀬
川
さ
ん
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
集
ま
っ
た
と
た
ん
に
会
長

を
出
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
「
み
ん
な
、
ど
う
だ
？
」
と

会
長
が
一
人
ず
つ
聞
い
た
の
で
す
。
北
海
道
は
ど
う
だ
？
」
と
言
う
の
で
、
私

だ
っ
て
「
東
北
の
意
地
を
示
す
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
言
う
通
り
賛
成
で
す
。
ぜ
ひ

や
る
べ
き
で
す
」
と
言
い
ま
し
た
。
言
う
で
し
ょ
う
？
（
笑
）
そ
し
て
会
議
が
終

わ
っ
た
ら
、
や
お
ら
瀬
川
さ
ん
が
「
全
会
一
致
で
、
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
会
長
選
挙
に
候
補
を
出
す
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。「
つ

い
て
は
北
海
道
の
宮
田
君
、
君
出
て
く
れ
」
と
な
っ
た
ん
で
す
（
笑
）。
私
は

－ 19 －

特集



び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
て
「
冗
談
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
バ
カ
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん

よ
」
と
言
っ
た
ら
「
と
に
か
く
君
は
黙
っ
て
い
て
く
れ
」
と
。
そ
し
て
「
皆
さ
ん

ど
う
で
す
か
？
」
と
。
そ
し
た
ら
み
ん
な
パ
チ
パ
チ
で
し
た
ね
（
笑
）。
と
ん
だ

ハ
プ
ニ
ン
グ
で
す
。
一
時
間
も
か
か
ら
な
い
で
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

そ
う
し
た
ら
今
度
は
、
五
日
以
内
に
北
海
道
か
ら
承
諾
を
と
っ
て
く
れ
と
な
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
私
は
北
海
道
に
電
話
を
掛
け
て
戻
っ
た
ん
で
す
。
戻
っ
た

け
れ
ど
も
、
北
海
道
の
み
ん
な
に
「
宮
田
会
長
、
ち
ょ
っ
と
頭
が
お
か
し
く
な
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
」「
ち
ょ
っ
と
の
ぼ
せ
上
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
中
で
、
理
事
会
を
開
い
て
い
る
暇
が
な
い
の

で
地
区
の
会
長
さ
ん
に
電
話
を
か
け
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
有
塚
会
長
は
じ
め

み
ん
な
が
「
い
や
、
こ
ん
な
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。
名
誉
な
こ
と
だ
か
ら
と
も

か
く
出
れ
。
応
援
す
る
か
ら
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
私
も
引
っ
込
み
が
つ
か
な

い
わ
け
で
す
。
東
北
の
皆
さ
ん
か
ら
出
な
さ
い
と
言
わ
れ
た
の
で
「
み
ん
な
心
配

し
て
、
私
も
上
ず
っ
た
気
持
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
私
は
北
海
道
に

帰
っ
て
誰
に
も
賛
成
し
て
も
ら
え
な
い
で
出
な
い
と
な
っ
た
ら
、
俺
は
恥
か
き
だ
。

自
分
の
こ
と
だ
け
れ
ど
も
全
体
の
話
だ
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。「
男
と
し
て
出
さ

せ
て
く
れ
」
と
、
最
後
は
そ
う
言
い
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
な
い
け
ど
、

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
。
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
し
た

ら
み
ん
な
が
「
仕
方
な
い
な
ぁ
」
と
。
そ
れ
が
出
発
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が

ど
ん
ど
ん
盛
り
上
が
っ
て
東
北
の
人
も
全
国
を
歩
い
ち
ゃ
っ
て
、
青
年
部
も
婦
人

部
も
や
っ
て
く
れ
て
劣
勢
を
挽
回
し
て
、
と
う
と
う
勝
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、

本
当
に
ハ
プ
ニ
ン
グ
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
皆
さ
ん
の
支
援
に
対
し
て
は
、
本
当

に
心
か
ら
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
北
海
道
中
央
会
の
会
長
と
し
て
、
全
中
の
会
長
と
し
て
、
振
り
返
っ
て

そ
の
間
に
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
に
、
若
干
簡
単
に
触
れ
た

い
と
思
い
ま
す
。

先
ず
農
協
改
革
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
全
中
に
行
っ
た
仕
事
の
ほ
う
が
大
き

か
っ
た
で
す
。
と
い
う
の
は
、
一
つ
は
全
農
の
問
題
が
あ
り
ま
し
て
、
あ
れ
か
ら

偽
装
の
問
題
な
り
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
っ
て
、
農
水
省
か
ら
何
度
も
指
導
勧
告

を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
は
、
北
海
道
は
販
売
・
購
買
が
主
体
の
農
協

で
す
が
、
内
地
は
ほ
と
ん
ど
信
用
事
業
・
共
済
事
業
に
特
化
し
て
い
る
合
併
農
協

が
多
い
で
す
か
ら
、
必
然
的
に
本
来
の
農
協
の
事
業
か
ら
偏
っ
て
い
る
面
も
多
く
、

そ
れ
だ
け
に
経
済
事
業
と
い
う
こ
と
を
農
協
事
業
の
本
筋
に
戻
す
農
協
改
革
を
す

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

◇◇

食
の
安
心
・
安
全

北
海
道
で
は
、
や
は
り
食
の
安
全
・
安
心
の
問
題
が
一
番
で
し
た
ね
。
特
に
口

蹄
疫
の
発
生
が
平
成
十
二
年
三
月
に
宮
崎
市
、
さ
ら
に
五
月
に
北
海
道
に
起
こ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
私
も
は
じ
め
は
口
蹄
疫
が
恐
ろ
し
い
病
気
だ
と
い
う
こ
と
は

分
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
同
じ
十
二
年
に
雪
印
乳
業
の
中
毒
事
件
が
起

こ
っ
て
、
雪
印
の
屋
台
骨
が
大
変
揺
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
時

も
大
変
で
、
あ
の
当
時
の
西
社
長
さ
ん
が
私
と
矢
野
さ
ん
に
何
と
か
応
援
し
て
く

れ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
私
と
矢
野
さ
ん
と
で
全
農
に
そ
う
い
っ
た
こ
と

の
支
援
も
含
め
て
資
本
参
加
も
す
る
よ
う
に
お
願
い
に
行
っ
た
経
過
も
あ
り
ま
す
。
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い
ろ
い
ろ
な
そ
う
い
っ
た
面
で
の
ご
支
援
も
応
援
も
し
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
幸
い
雪
印
は
立
ち
直
り
ま
し
て
、
今
度
ま
た
メ
グ
ミ
ル
ク
と
合
併
を
し
て

良
い
形
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
し
か
し
あ
の
当
時
は
大
変
で
し
て
、
私
も
参

議
院
の
農
林
水
産
委
員
会
に
呼
ば
れ
て
、
初
め
て
私
は
あ
あ
い
う
経
験
を
し
ま
し

た
。
私
は
畑
作
と
か
水
田
は
分
る
ん
で
す
が
酪
農
は
経
験
が
な
い
の
で
、
酪
農
を

マ
ス
タ
ー
と
ま
で
は
い
か
な
い
け
れ
ど
も
勉
強
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
あ
の

時
、
今
日
も
来
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ホ
ク
レ
ン
の
板
東
課
長
さ
ん
（
当
時
）
で

し
た
が
、
そ
れ
か
ら
中
央
会
の
平
山
課
長
（
当
時
）
二
人
と
東
京
で
酪
農
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
農
林
水
産
委
員
会
に
臨
ん
だ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
時
も
農
家
側
・
生
産
者
の
代
表
と
し
て
質
問
さ
れ
、
き
っ
ち
り
と
私
の
考
え

を
述
べ
ま
し
た
。

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
が
全
中
の
会
長
に
な
っ
た
年
な
ん
で
す
。

ち
ょ
う
ど
武
部
農
水
大
臣
の
時
で
す
。
こ
れ
も
青
天
の
霹
靂
で
大
変
で
し
た
。
あ

の
時
を
思
い
出
す
と
、
武
部
大
臣
は
か
な
り
ハ
イ
ピ
ッ
チ
で
対
策
を
や
っ
て
、
最

後
は
全
頭
検
査
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
あ
の
時
は
亡
く
な
っ
た
山
口
副
会
長
が
、

み
ん
な
の
前
で
武
部
大
臣
と
口
論
ま
で
し
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
大
臣
の
ほ
う
も

我
々
の
ほ
う
も
、
こ
の
対
策
を
緊
急
的
に
ど
う
し
て
い
く
か
と
。
そ
う
し
た
中
で

生
産
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
ど
う
や
っ
て
安
心
を
さ
せ
る
か

と
い
う
こ
と
で
激
論
を
交
わ
し
て
、
喧
嘩
の
一
歩
手
前
ま
で
い
く
ぐ
ら
い
議
論
し

た
こ
と
が
今
も
私
の
記
憶
に
生
々
し
く
残
っ
て
い
ま
す
。

あ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
あ
る
程
度
の
年
齢

か
ら
輸
入
再
開
を
強
く
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
国
の
安
全
委
員
会
な
ど
で
も
い
ろ
い

ろ
議
論
を
し
た
中
で
、
最
後
は
何
歳
以
下
は
オ
ー
ケ
ー
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
あ
の
時
も
我
々
と
し
て
は
、
日
本
の
国
が
全
頭
検
査
を
し
て
い
る
の

に
ア
メ
リ
カ
だ
け
は
部
分
的
に
す
る
と
い
う
の
は
、
整
合
性
の
問
題
か
ら
お
か
し

い
の
で
は
な
い
か
と
強
く
政
府
に
求
め
て
い
ろ
い
ろ
や
っ
た
わ
け
で
す
。
あ
の
時
、

一
番
の
問
題
は
政
府
の
対
応
と
い
う
よ
り
も
、
消
費
者
心
理
の
変
化
に
非
常
に
驚

き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
牛
肉
が
部
分
的
に
入
る
と
な
っ
た
時
に
、
新
聞
記
者
が

私
の
所
に
来
ま
し
た
よ
。「
宮
田
さ
ん
、
今
度
ア
メ
リ
カ
か
ら
あ
る
程
度
の
年
齢

以
下
の
牛
肉
を
入
れ
る
と
い
う
ん
だ
け
ど
、
日
本
で
は
全
頭
検
査
を
し
て
き
ち
っ

と
生
産
者
団
体
が
や
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？
」
と
言
う

の
で
、
私
は
「
そ
ん
な
の
、
う
ん
と
言
う
わ
け
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
君
ら
私

の
答
え
は
決
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
私
よ
り
も
消
費
者
の
所
へ
行
っ
て
聞
き
な
さ

い
」
と
言
っ
た
の
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
最
初
に
Ｂ
Ｓ
Ｅ
が
日
本
に
起
こ
っ
た
時
は
、
消
費
者
団
体

も
一
般
の
市
民
も
こ
ぞ
っ
て
す
ご
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
い
わ
ゆ
る
反
対
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
時
間
が
経
っ
て
く
る
と
消
費
者
と
い
う
の
は
、
私
が
こ
れ
ま
で
に
感
じ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
ぐ
ら
い
か
な
り
意
識
が
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
。
団
体
も
し

か
り
で
す
。
そ
り
ゃ
あ
大
き
な
団
体
は
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
や
り
ま
し
た
よ
。
し

か
し
輸
入
し
た
時
の
世
論
の
動
き
と
い
う
の
は
、
そ
ん
な
に
皆
さ
ん
の
反
対
の
声

が
大
き
く
な
か
っ
た
こ
と
は
ご
存
じ
だ
と
思
っ
て
、
私
も
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

い
か
に
世
論
、
そ
れ
か
ら
消
費
者
と
い
う
の
は
移
り
気
だ
な
と
。
あ
れ
だ
け
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
し
て
、
焼
肉
屋
が
潰
れ
る
、
農
家
が
潰
れ
る
、
そ
れ
ぐ
ら
い
皆

さ
ん
も
拒
否
反
応
を
示
し
て
た
で
し
ょ
う
。
に
も
拘
ら
ず
、
あ
れ
か
ら
そ
ん
な
に
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経
っ
て
い
な
い
中
で
、
時
間
が
経
つ
と
ア
メ
リ
カ
の
牛
肉
が
食
べ
た
い
、
入
れ
ろ

…
あ
れ
だ
け
反
対
し
た
の
に
さ
っ
ぱ
り
抗
議
が
出
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
我
々
も
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
運
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。

そ
こ
ら
辺
も
よ
く
考
え
て
、
絶
え
ず
世
論
を
、
我
々
の
意
識
を
理
解
す
る
た
め
の

運
動
の
継
続
と
い
っ
た
も
の
が
絶
対
に
必
要
で
す
ね
。
冷
め
や
す
い
で
す
か
ら
、

そ
れ
を
ど
う
我
々
に
引
き
付
け
て
い
く
か
。
我
々
の
関
心
を
ど
う
理
解
し
て
も
ら

う
か
と
い
う
こ
と
で
、
絶
え
ず
息
の
長
い
運
動
と
い
う
の
が
私
は
こ
れ
か
ら
も
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
後
で
触
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
問
題
に
し
て
も

い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
し
て
も
気
を
つ
け
て
や
っ
て
い
か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
い
う
こ

と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
牛
肉
の
再
開
の
時
の
世
論
の
変
化
で
本
当
に
深
く
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
敢
え
て
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇◇

農
政
改
革

あ
と
三
〇
分
で
す
か
ら
ち
ょ
っ
と
端
折
り
ま
し
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
農
業
交
渉
と
、

一
番
大
き
な
問
題
で
食
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
よ
く
お
わ
か
り
で
す

し
、
今
触
れ
ま
し
た
の
で
終
わ
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
二
つ
目
の
経
済

事
業
を
中
心
と
す
る
農
協
改
革
の
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
規
制
改
革
会
議
な
り
経

済
財
政
諮
問
会
議
が
、
農
協
を
叩
く
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
議
論
を
し
て
答
申
と
か

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
出
し
ま
し
た
ね
。
あ
れ
に
対
し
て
は
、
私
が
全
中
の
会
長
と

し
て
マ
ス
コ
ミ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
そ
し
て
直
接
学
者
に
も
会
い
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
れ
を
政
府
の
案
と
し
て
受
け
な
い
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
農
林
幹
部
議
員
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
、
そ
れ
か
ら
や
は
り
内
閣
で
受
け
る
わ
け
で
す
か
ら
そ
う
い
っ
た
面

も
含
め
て
、
こ
れ
は
も
う
精
力
的
に
や
り
ま
し
た
。
最
近
は
ち
ょ
っ
と
少
な
く
な

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
も
い
ろ
い
ろ
な
審
議
会
に
出
て
い
ま
す
。
審
議
会
の
中

で
も
生
産
者
委
員
と
い
う
の
は
少
な
い
ん
で
す
。
コ
ス
ト
削
減
委
員
会
で
も
、
生

産
者
委
員
は
私
一
人
な
ん
で
す
。
あ
と
は
学
者
と
か
消
費
者
協
会
等
で
す
。
コ
ス

ト
削
減
と
い
う
の
は
二
〇
％
を
ど
う
や
っ
て
削
減
す
る
か
と
い
う
議
論
な
ん
で
す
。

そ
の
中
で
、
信
共
分
離
の
問
題
と
か
農
協
の
在
り
方
の
問
題
が
出
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
私
は
「
こ
こ
で
そ
ん
な
も
の
出
る
の
は
お
か
し
い
」
と
言
う
ん
で
す
。
私
一

人
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
問
題
を
経
済
界
の
ほ
う
か
ら
出
す
ん
で
す
よ
。
関
係
な

い
で
す
よ
。
そ
れ
は
農
協
に
対
す
る
非
難
と
い
う
か
、
農
協
を
弱
く
し
よ
う
と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
し
て
言
う
こ
と
は
「
北
海
道
は
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
る
」
と

言
う
ん
で
す
。
私
は
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
し
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
議
論
す
る
の
は

お
か
し
い
」
と
言
う
と
、「
い
や
、
宮
田
会
長
の
所
は
北
海
道
だ
か
ら
、
北
海
道

は
経
済
事
業
も
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
る
し
違
う
ん
だ
」
と
。
だ
け
ど
そ
ん
な
こ
と

な
い
で
し
ょ
う
？
議
論
し
た
ら
全
体
の
話
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
？
そ
う
い

う
議
論
が
多
い
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
食
料
・
農
業
・
農
村
審
議
会
、
こ
れ
は
最
高
の
機
関
で
す
が
、
そ
の

中
で
東
大
の
教
授
が
「
日
本
の
自
給
率
は
４０
％
だ
け
ど
少
し
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

過
ぎ
る
よ
。
実
際
買
う
の
に
困
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
な
の
に
こ
と
を
大
き

く
、
明
日
に
で
も
物
が
な
く
な
る
よ
う
に
言
う
こ
と
は
い
き
過
ぎ
じ
ゃ
な
い
か
」

と
発
言
し
た
の
で
す
。
だ
か
ら
私
は
「
こ
の
審
議
会
と
い
う
の
は
、
あ
ん
た
と
討

論
す
る
場
で
は
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
る
」
と
。
だ
け
ど
そ
ん
な
誤
っ
た
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
な
ら
大
変
な
こ
と
だ
か
ら
「
あ
な
た
は
そ
う
言
う
け
ど
、
い
つ
ま
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で
も
ど
こ
で
も
永
劫
に
食
料
買
え
ま
す
か
？
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら

２
回
目
か
ら
あ
ま
り
言
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ
り
ま
す
け

ど
、
そ
う
い
う
時
は
が
っ
ち
り
言
わ
な
い
と
ダ
メ
で
す
ね
。
そ
の
人
と
は
後
の
コ

ス
ト
削
減
委
員
会
の
時
も
一
緒
で
し
た
け
ど
、
も
う
言
わ
な
く
な
り
ま
し
た

（
笑
）。
最
後
の
ほ
う
に
な
っ
た
ら
「
私
こ
う
言
っ
た
ん
だ
け
ど
、
君
協
力
し
て

く
れ
」
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
学
者
が
言
っ
て
も
き
ち
っ
と
反
論

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

そ
う
い
う
こ
と
で
農
協
改
革
の
中
で
も
誤
っ
た
意
見
が
あ
る
の
で
、
経
済
財
政

諮
問
会
議
と
か
規
制
改
革
会
議
と
か
の
対
策
に
は
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
負
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
あ
ま
り
大
き
な
こ
と
を
書
か
れ
な
い
よ
う
に
、
政

治
的
な
い
ろ
い
ろ
な
対
策
も
し
ま
し
た
。
日
本
の
政
治
も
お
か
し
い
ん
で
す
よ
ね
。

国
会
で
決
ま
ら
な
い
の
に
、
学
者
の
言
っ
た
こ
と
を
政
府
の
方
針
に
取
り
上
げ
る

こ
と
自
体
が
お
か
し
い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
先
生
方
の
言
う
の
も
合
っ
て
る
と
思

い
ま
す
。
だ
い
た
い
今
の
学
者
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
研
究
し
て

帰
っ
て
来
た
人
が
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
多
い
の
で
ア
メ
リ
カ
ナ
イ

ズ
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
何
で
も
効
率
化
一
辺
倒
で
、
弱
者
は
切
り
捨
て
、
強
者

だ
け
だ
と
。
そ
れ
で
経
済
の
繁
栄
が
あ
る
と
い
う
教
育
を
受
け
た
学
者
が
、
日
本

で
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
負
け
た
ら
困
る
の
で
、
そ
う

い
う
面
で
は
私
は
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。
表
に
書
か
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も

こ
れ
か
ら
も
続
く
わ
け
で
す
か
ら
、
今
の
現
役
の
方
に
も
し
っ
か
り
や
っ
て
も
ら

わ
な
い
と
困
る
と
思
い
ま
す
。

◇◇

今
後
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉

今
度
は
三
つ
目
の
大
き
な
問
題
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か

ら
ど
う
な
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
去
年
の
七
月
に
私
が
任
期
の
最
後
で

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
大
方
の
皆
さ
ん
は
妥
結
す
る
よ
う
な
様
相

で
し
た
け
れ
ど
も
、
最
後
は
特
別
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
問
題
で
中
国
・
イ
ン
ド
が
ア

メ
リ
カ
と
対
立
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
こ
っ
ち
が
言
う
の
は
食
料
自
給

の
問
題
、
向
こ
う
は
特
別
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
緩
和
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
結
果
は

そ
う
い
う
こ
と
で
パ
ー
に
な
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
内

輪
話
も
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
が
あ
っ
た
ら
ち
ょ
っ
と
お
話
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
一
つ
は
今

後
の
交
渉
に
お
け
る
情
勢
で
す
。
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
の
問
題
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ

の
政
府
の
対
応
が
今
後
ど
う
な
る
か
と
い
う
の
が
一
点
で
す
。
こ
れ
は
一
月
二
〇

日
に
オ
バ
マ
大
統
領
が
就
任
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
農
務
長
官
に
は
ヴ
ィ
ル

サ
ッ
ク
前
ア
イ
オ
ワ
州
知
事
を
任
命
し
、
通
商
代
表
に
は
カ
ー
ク
元
テ
キ
サ
ス
州

ダ
ラ
ス
の
市
長
を
充
て
る
人
事
と
な
り
ま
し
た
。
ヴ
ィ
ル
サ
ッ
ク
氏
と
い
う
の
は
、

主
要
穀
物
・
畜
産
物
の
全
米
最
大
規
模
の
生
産
量
を
有
す
る
中
西
部
の
ア
イ
オ
ワ

州
の
州
知
事
の
経
験
者
で
す
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
農
業
政
策
や
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
の
振
興
策
な
ど
に
つ
い
て
ど
う
い
う
政
策
を
と
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、

一
点
注
目
す
べ
き
点
で
す
。
も
う
一
点
、
カ
ー
ク
氏
と
い
う
通
商
代
表
に
な
っ
た

方
は
、
米
国
の
南
部
最
大
の
経
済
都
市
で
あ
る
ダ
ラ
ス
市
の
初
の
黒
人
の
市
長
経

験
者
で
す
。
基
本
的
に
は
自
由
貿
易
の
推
進
者
で
す
け
れ
ど
も
、
同
時
に
労
働
組
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合
の
影
響
力
が
強
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
し
か
し
こ
の
方
は
、
国

際
的
な
貿
易
の
そ
う
い
っ
た
面
で
の
交
渉
経
験
が
全
く
な
い
方
で
す
の
で
、
そ
の

手
腕
な
り
主
張
は
ま
だ
未
知
数
で
す
。
従
っ
て
、
今
度
こ
の
二
人
が
中
心
に
な
っ

て
こ
れ
か
ら
貿
易
交
渉
が
始
ま
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
オ
バ
マ
さ
ん
の
意
向
も
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
よ
う
な
動
き
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
分
析

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
一
点
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
民
主
党
と
い
う
の
は
保
護
政
策
主
体
の
政
党
で
す
。
共
和
党
と

い
う
の
は
自
由
貿
易
で
す
か
ら
、
物
を
外
に
売
っ
て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
に
は
二
つ

の
農
業
団
体
が
あ
り
ま
し
て
、
フ
ァ
ー
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
い
う
の
は
共
和
党
系
で

す
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン
と
い
う
の
は
家
族
経
営
の
小
規
模
農
家
で
、
こ
れ

は
民
主
党
の
陣
営
で
す
か
ら
、
自
分
た
ち
の
領
域
を
守
る
保
守
主
義
で
す
。
そ
う

い
っ
た
も
の
が
こ
れ
か
ら
の
貿
易
に
ど
う
影
響
を
与
え
る
か
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
れ

か
ら
の
出
方
が
一
つ
の
注
目
点
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
点
は
、
金
融
経
済
問
題
に
関
す
る
こ
れ
か
ら
の
世
論
の
動
向
が
、
ど
う

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
跳
ね
返
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
ご
存
じ
の

よ
う
に
、
世
界
的
な
金
融
経
済
危
機
が
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
て
世
界
各
国
に
波

及
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
信
用
不
安
に
よ
る
貿
易
決
済
の
停
滞
が
途
上

国
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
の
は
も
う
表
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ

た
経
済
の
閉
塞
の
中
で
、
経
済
的
な
動
き
の
中
で
、
ど
う
一
つ
の
点
を
見
出
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
っ
た
面
か
ら
貿
易
の
交
渉
を
進
め
る
と
い
う

機
運
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
経

済
回
復
と
貿
易
の
自
由
化
は
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
こ
れ
か
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ら
の
交
渉
を
加
速
化
さ
せ
て
い
く
、
そ
う
い
う
面
の
関
連
性
も
あ
な
が
ち
な
い
わ

け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
点
に
注
目
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
今
年
の
四
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
、
第
二
回
の
金
融

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
金
融
経
済
の
問
題
も
議
論

さ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
合
わ
せ
て
今
後
の
貿
易
の
問
題
も
議
論
さ
れ
る
可
能
性
が

大
い
に
あ
り
と
い
う
こ
と
も
、
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
、
国
連
人
権
理
事
会
の
特
別
報
告
も
か
な
り
ウ
エ
イ
ト
の
重
い
も
の
で
、

そ
の
中
で
も
各
国
の
食
料
の
自
給
の
問
題
、
過
度
な
自
由
貿
易
が
及
ぼ
す
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
食
料
の
自
給
へ
の
影
響
等
、
こ
れ
は
逆
な
面
で
勧
告
と
い
う
の
が
あ
る

わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
面
が
ど
れ
だ
け
自
分
の
国
の
自
給
率
向
上
の
た
め
の

議
論
と
し
て
、
ま
た
重
き
を
お
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
の
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
世
界
の
議
論
と
し
て
な
っ
て
い
く
か
。
そ
う
い
っ

た
事
柄
が
出
て
く
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
去
年
も
日
本
の
サ
ミ
ッ
ト
後
に
開
か
れ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
世
界
食
糧
農
業
機
関
）
で
す
。
普
通
は
も
っ
と
空
け
て
や
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
緊
急
で
す
か
ら
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
で
も
う
一
回
や
っ
た
ん
で
す
。
昨
年
の

十
一
月
に
そ
の
食
料
サ
ミ
ッ
ト
、
安
全
保
障
の
た
め
の
会
議
が
開
か
れ
た
わ
け
で

す
。
昨
年
の
六
月
に
一
回
開
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
っ
た
緊
急
の
問
題

を
ど
う
す
る
か
で
、
今
年
ま
た
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
食
料
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
今
進
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
食
料
の
自
由
貿
易
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
っ

た
問
題
は
、
か
な
り
経
済
問
題
と
絡
ん
で
具
体
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
あ

る
程
度
急
を
告
げ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
年
の
中
盤
以

降
は
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
と
い
う
見
方
と
い
う
の
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
応
今
月
に
第
八
回
の
交
渉
会
議
が

日
本
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
依
然
硬
直
状
態
で
す
。
二

国
間
交
渉
で
す
か
ら
、
日
本
が
か
な
り
強
い
今
の
姿
勢
を
堅
持
す
る
こ
と
で
す
。

我
々
と
し
て
は
強
く
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
大
き
な
進

展
は
な
い
と
い
う
見
方
で
、
こ
れ
は
日
本
が
い
か
に
踏
ん
張
る
か
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い
っ
た
見
方
を
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
今
後
の
見
通
し
は
今
言
っ
た
諸
々
の
も
の
を
控
え
て
、
一
月
に
世
界

経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
断
続
的
に
高
級
事
務
レ
ベ

ル
の
会
合
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
持
た
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
我
々
に
見
え
な
い

隠
れ
た
も
の
の
整
理
が
ど
こ
ま
で
な
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
も
十

一
月
の
末
に
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
関
係
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
ま
で
行
っ
て
来
た
の
で
す
が
、
途
中

ま
で
農
水
省
の
審
議
官
と
一
緒
に
な
り
ま
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
行
く
と
。
あ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
断
続
的
に
高
級
事
務
レ
ベ
ル
の
会
議
は
や
っ
て
い
て
、
今
は
細
か

い
整
理
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
や
は
り
部
分
的
に
は
進

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
程
度
我
々
も
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
の
前
半
で
は
、
先
ほ
ど
の
国
連
人
権
理
事
会
に
よ
る
食
料
安
全
保
障
の
報

告
書
が
出
て
、
中
身
が
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
今
後
貿
易
交
渉
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に
及
ぼ
す
影
響
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
点
が
一
点
で
す
。
そ
れ
か
ら
ロ

ン
ド
ン
の
金
融
サ
ミ
ッ
ト
が
四
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
動
き
は

ど
う
な
の
か
と
。
そ
れ
か
ら
イ
ン
ド
の
国
政
選
挙
が
五
月
に
あ
る
わ
け
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
終
わ
っ
た
後
に
、
お
そ
ら
く
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
交
渉
が
進
め

ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
は
、
オ
バ
マ
政
権
が
い
よ
い
よ
先
月
の
二
〇
日
に
発
足

し
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
本
格
的
に
ス
タ
ッ
フ
が
落
ち
着
い
て
交
渉
体
制
が
ス

タ
ー
ト
す
る
の
は
、
少
な
く
と
も
今
年
の
四
、
五
月
ぐ
ら
い
ま
で
は
十
分
時
間
的

に
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
春
先
ま
で
に
交
渉
が
ぐ
っ
と
進
展
す
る
場
合
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
す
け

れ
ど
も
、
常
識
的
に
い
っ
て
七
月
に
入
っ
て
以
降
、
あ
る
い
は
欧
州
委
員
が
総
交

代
を
す
る
十
月
末
の
前
の
九
月
頃
が
、
今
の
と
こ
ろ
山
場
で
は
な
い
か
と
い
う
見

方
を
し
て
い
る
の
が
一
般
的
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

後
半
に
は
再
開
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
番
の
問
題
点
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
交
渉
議
長
も
今
年
替
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
問
題
は
事
務
局
長
の
ラ
ミ
ー
さ
ん
が
一
番
ポ
イ
ン
ト
な
ん
で
す
。
こ
の
人
は

自
由
貿
易
派
で
な
ん
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
寄
り
で
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
人
な
ん
で

す
。
絶
対
に
譲
歩
し
な
い
で
す
。
そ
の
人
が
本
当
は
去
年
で
終
り
だ
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
再
度
立
候
補
し
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
ら
世
界
で
誰
も
出
る
人
が
い
な

か
っ
た
の
で
す
。
ラ
ミ
ー
さ
ん
は
な
か
な
か
し
ぶ
と
い
し
、
交
渉
力
が
あ
る
ん
だ

か
ら
ま
た
や
ら
せ
よ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
再
選
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

こ
れ
は
我
が
国
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
で
す
ね
。
非
常
に
強
硬
派
で
す
か

ら
、
今
度
再
開
さ
れ
た
ら
貿
易
の
交
渉
は
お
そ
ら
く
単
純
な
貿
易
交
渉
で
は
な
く

金
融
と
か
経
済
の
問
題
も
絡
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
ま
と
め
よ
う
と
い
う
こ

と
。
ず
っ
と
八
年
も
九
年
も
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
交
渉
を
ま
と
め
る

意
欲
は
か
な
り
強
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
は
、
去
年
の
七
月
に
交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

ア
メ
リ
カ
の
国
内
補
助
金
を
三
割
か
四
割
下
げ
ろ
と
い
う
の
が
開
発
途
上
国
の
主

張
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
は
、
貿
易
を
受
け
入
れ
る
ほ
う
の
障
壁
を
下

げ
な
か
っ
た
ら
、
一
方
的
に
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
の
主
張
で
し
た
。

そ
れ
で
ラ
ミ
ー
が
、
特
別
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
は
四
〇
％
以
上
輸
入
が
増
え
た
場
合
は
、

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
行
う
と
開
発
途
上
国
に
言
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
冗

談
じ
ゃ
な
い
と
怒
っ
た
ん
で
す
ね
。
四
割
も
増
え
る
前
に
ま
い
っ
て
し
ま
う
と
。

そ
ん
な
も
の
で
は
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
に
な
ら
な
い
と
、
イ
ン
ド
が
主
張
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
対
立
で
決
裂
に
な
っ
た
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
も
強
気
だ
か
ら
、
始
め
か

ら
国
内
補
助
金
を
あ
ま
り
下
げ
る
気
も
な
い
も
の
だ
か
ら
、
な
お
強
く
言
う
わ
け

で
す
。
そ
れ
で
決
裂
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
今
度
、
七
月
終
わ
っ
て
か
ら
ラ
ミ
ー
は
す
ぐ
イ
ン
ド
に
飛
ん
だ
の
で

す
。
そ
の
時
に
お
そ
ら
く
は
イ
ン
ド
に
「
四
〇
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
思
う

の
で
、
少
し
下
げ
る
か
ら
手
を
握
ら
な
い
か
」
と
い
う
話
は
、
私
は
あ
る
程
度
し

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
か
ら
ラ
ミ
ー
が
再
開
す
る
と
い
っ
た
ら
、

そ
れ
だ
け
の
確
実
性
が
な
か
っ
た
ら
私
は
開
か
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
今
度
開
い

た
時
は
、
お
そ
ら
く
前
の
ま
ま
い
く
と
い
う
線
で
は
開
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
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す
か
ら
十
二
月
に
開
く
の
が
延
び
た
と
い
う
の
も
そ
こ
に
あ
る
ん
で
す
よ
。
一
番

の
問
題
は
そ
こ
な
ん
で
す
。
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
ほ
う
も
あ
る
程
度
煮
詰
ま
っ
て
き
て
、

絞
ら
れ
る
も
の
は
絞
ら
れ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
の
次
の
開
催
の
時
は
、

日
本
と
し
て
は
褌
を
締
め
て
か
か
ら
な
い
と
、
な
か
な
か
厳
し
い
局
面
に
な
り
ま

す
。そ

れ
と
も
う
一
つ
は
、
こ
う
い
う
世
界
の
金
融
経
済
情
勢
で
す
か
ら
、
ま
と
め

よ
う
と
い
う
気
運
は
以
前
に
増
し
て
高
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
交
渉
は
か
な
り
厳
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
日
本
の
対

応
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
の
交
渉
は
ド
ー
ハ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ド
ー
ハ
と

い
う
の
は
、
ガ
ッ
ト
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
が
終
わ
っ
て
新
た
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交

渉
と
い
う
の
に
か
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
し
よ
う
と
い
う

こ
と
の
最
初
の
会
議
が
、
一
九
九
九
年
の
シ
ア
ト
ル
で
開
か
れ
た
ん
で
す
。
そ
の

時
か
ら
私
は
ず
っ
と
行
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
二
〇
〇
八
年
、
去
年
の
七

月
ま
で
、
だ
い
た
い
二
年
に
一
回
は
開
か
れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
全
て
決
裂
を
し

て
今
日
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
今
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
会
合
と
い
う
の
は
、

ス
タ
ー
ト
は
カ
タ
ー
ル
の
ド
ー
ハ
二
〇
〇
一
年
か
ら
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思

い
ま
す
。
私
は
シ
ア
ト
ル
か
ら
行
っ
て
お
り
ま
し
て
、
我
が
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は

最
初
か
ら
行
っ
て
い
る
者
は
、
私
と
今
度
参
議
院
に
出
た
山
田
さ
ん
だ
け
で
す
。

で
す
か
ら
私
は
幸
い
何
代
も
の
各
国
の
農
業
団
体
の
ト
ッ
プ
と
は
、
替
っ
て
も
ほ

と
ん
ど
面
識
が
あ
り
ま
す
し
外
国
人
と
い
う
の
は
、
友
達
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
か

な
か
話
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
や
は
り
会
う
回
数
と
い
う
か
、

お
互
い
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
合
う
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ
う
い
っ
た

こ
と
も
い
ろ
い
ろ
な
話
し
合
い
の
中
で
は
、
大
変
な
武
器
と
い
う
か
強
み
に
な
っ

て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
お
陰
様
で
ず
っ
と
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
経
過
の
上
で
、
今
後
の
会
合
に
お
い
て
は
ど
う
い
う
結
果
に
な
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
が
去
年
の
七
月
に
行
っ
た
時
は
、
シ
ア
ト
ル
か
ら
こ
う
い

う
こ
と
を
十
年
間
ず
っ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
全
中
会
長
も
八
月
に
終
わ
る
わ

け
で
す
か
ら
…
北
海
道
の
皆
さ
ん
に
も
「
い
ろ
い
ろ
な
農
政
の
変
動
も
あ
っ
た
け

れ
ど
も
、
私
は
私
な
り
に
頑
張
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
そ
う
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
」
と
言
っ
た
の
で
す
が
、
み

ん
な
「
そ
う
だ
、
頑
張
っ
て
く
れ
た
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は

自
己
弁
護
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

こ
こ
で
大
き
な
問
題
は
、
貿
易
交
渉
を
受
け
入
れ
た
と
な
る
と
、
私
は
農
業
団

体
の
ト
ッ
プ
と
し
て
こ
れ
だ
け
重
い
責
任
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
ご
承
知
の
よ
う
に
、
米
の
自
由
化
を
受
け
た
時
の
総
理
大
臣
は
細
川
さ
ん
で
し

た
ね
。
あ
の
人
一
人
だ
け
の
責
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
今
で
も
い
ろ
い

ろ
な
形
で
言
わ
れ
ま
す
。
自
民
党
の
先
生
方
も
、
米
を
解
放
し
た
の
は
我
が
自
民

党
で
は
な
い
。
細
川
だ
と
。
だ
か
ら
我
々
自
民
党
は
今
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
守
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
、
必
ず
引
き
合
い
に
出
し
て
言
い
ま
す
。

で
す
か
ら
私
が
去
年
の
七
月
に
、
全
中
の
会
長
と
し
て
農
業
団
体
と
し
て
受
け

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
私
も
末
代
（
笑
）、
あ
の
時
の
全
中
会
長
は
我
々
の

こ
と
を
裏
切
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
去
年
の
七
月
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
行
く
時
は
首

を
か
け
て
も
受
け
な
い
と
腹
に
決
め
て
行
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
行
く
前
も

行
っ
て
か
ら
も
、
飛
田
会
長
も
団
員
の
一
人
で
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
に
言
い
ま
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し
た
。「
今
回
の
交
渉
は
日
本
農
業
に
と
っ
て
一
大
事
だ
。
こ
れ
は
後
世
に
影
響

を
及
ぼ
す
大
き
な
問
題
だ
」
と
。
我
々
が
農
政
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
話
す
時
は
、

必
ず
三
者
会
議
を
や
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
私
を
頂
点
と
し
て
の
全
中
、
そ
れ
か
ら

政
権
政
党
の
自
由
民
主
党
貿
易
調
査
委
員
会
会
長
を
頂
点
と
す
る
農
林
幹
部
、
そ

れ
か
ら
農
林
大
臣
を
頂
点
と
す
る
農
水
省
幹
部
の
三
者
で
、
今
ま
で
政
策
で
も
価

格
で
も
全
部
三
者
で
最
後
は
決
定
を
し
て
発
表
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

従
っ
て
農
業
団
体
も
、
向
こ
う
で
決
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
と
い
う
無
責
任
な
こ
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
貿
易
等
も
そ
う
で
す
。
今
ま
で
何
回
も
三
者
会
議
を
や
っ
て
い

ま
す
。（
ピ
ン
チ
も
何
回
も
あ
り
ま
し
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
カ
ン
ク
ン
で
も
あ
り
ま
し
た
）。

で
す
か
ら
私
は
行
く
前
に
み
ん
な
を
集
め
て
「
今
度
は
今
ま
で
と
違
う
ぞ
。
こ

れ
で
決
ま
っ
た
ら
、
永
劫
に
全
中
も
我
々
の
立
場
も
大
変
な
責
任
を
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
そ
の
責
任
は
肩
に
か
か
っ
て
く
る
ん
だ
。
で
す

か
ら
私
は
今
回
は
絶
対
に
三
者
会
議
を
や
っ
て
も
、
イ
エ
ス
と
は
言
わ
な
い
。
首

を
か
け
て
も
ノ
ー
と
言
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
途
中
で
帰
っ
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
団
員
に
言
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
私
は
最
初
か
ら
腹
は
決
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
膠
着
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

閣
僚
会
合
の
始
ま
る
前
に
、
若
林
農
水
大
臣
は
重
要
品
目
に
つ
い
て
「
一
〇
％

は
無
理
だ
か
ら
八
％
で
良
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
へ
行
く
前
の
三
者
会
議
で
「
一
〇
％

を
絶
対
守
る
」
と
い
う
決
定
を
し
て
い
た
だ
け
に
我
々
は
唖
然
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
向
こ
う
に
着
い
た
ら
新
聞
社
が
す
ぐ
来
て
「
宮
田
会
長
、
農
水
大
臣
が

八
％
で
オ
ー
ケ
ー
だ
っ
て
言
う
け
ど
、
そ
れ
で
了
承
し
た
ん
で
す
か
」
と
言
う
か

ら
、「
と
ん
で
も
な
い
話
だ
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
私
は
新
聞
社
に
こ
う

言
っ
た
ん
で
す
。「
農
相
の
目
標
を
引
き
下
げ
批
判
、
重
要
品
目
で
Ｊ
Ａ
全
中
会

長
」
と
い
う
く
だ
り
で
す
。
こ
れ
は
共
同
通
信
が
出
し
た
の
で
す
が
、「
全
国
農

業
協
同
組
合
中
央
会
全
中
の
宮
田
勇
会
長
は
、
二
二
日
、
世
界
貿
易
機
関
Ｗ
Ｔ
Ｏ

新
多
角
的
貿
易
交
渉
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
若
林
正
俊
農
相
が
農
産
物
の
関
税
引

き
下
げ
の
例
外
扱
い
に
な
る
重
要
品
目
数
の
目
標
を
引
き
下
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

今
の
時
点
で
言
う
こ
と
は
得
策
で
な
い
と
述
べ
、
農
相
の
対
応
を
批
判
し
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
本
部
で
記
者
団
に
語
っ
た
。
政
府
は
全
品
目
の
う
ち
重
要
品
目
を
一
〇
％
以
上

確
保
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
た
が
、
若
林
農
相
は
閣
僚
会
合
前
の
十
九
日
、
八
％

以
上
に
引
き
下
げ
る
意
向
を
表
明
。
本
格
交
渉
前
に
妥
結
の
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と

に
不
満
を
募
ら
せ
た
と
見
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
共
同
通
信
の
記
者
に

言
っ
て
、
二
時
間
後
に
日
本
に
配
信
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
農
業
新
聞
を
は
じ
め

各
新
聞
社
は
、
ど
こ
も
私
の
主
張
を
の
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
こ
れ
を
言
っ
た

時
に
、
や
は
り
自
分
で
思
い
ま
し
た
。
政
府
が
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
の
に
、
そ

れ
か
ら
貿
易
調
査
会
も
支
援
し
て
い
る
の
に
、
何
で
私
が
こ
ん
な
こ
と
言
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
。
だ
け
ど
皆
さ
ん
、
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
し
ょ
う
？
。

私
は
勇
気
を
持
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
新
聞
社
は
ど
こ
も
書
か

な
か
っ
た
か
ら
、
反
響
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
帰
っ
て
来
て
こ
れ
が
生
き
た
ん
で
す
よ
。
私
が
帰
っ
て
来
て
全
中
で

会
合
を
や
り
ま
し
た
。
今
年
の
代
表
団
は
こ
う
い
う
結
果
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と

喜
ん
だ
け
れ
ど
も
、
さ
っ
ぱ
り
活
動
が
見
え
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
が
出
ま
し
た
。
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私
は
頭
に
き
ま
し
た
。
行
っ
た
連
中
も
み
ん
な
怒
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
一
文

を
発
表
し
た
の
で
す
。
こ
う
や
っ
て
は
っ
き
り
言
っ
て
い
る
の
に
、
農
業
新
聞
を

は
じ
め
日
本
の
新
聞
社
は
ど
こ
も
書
か
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
と
。
日
本
の
マ
ス

コ
ミ
も
受
入
容
認
と
い
う
こ
と
で
、
み
ん
な
右
な
ら
え
の
記
事
を
書
い
た
じ
ゃ
な

い
か
と
私
は
言
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
皆
さ
ん
分
か
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
だ

か
ら
物
事
を
言
う
時
に
は
は
っ
き
り
言
わ
な
け
れ
ば
ダ
メ
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
み
ん
な
「
会
長
が
あ
あ
言
っ
て
、
我
々
の
立
場
が

こ
れ
で
よ
く
な
っ
た
」
と
。
あ
の
時
は
「
会
長
は
ち
ょ
っ
と
言
い
過
ぎ
た
」
と
心

配
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
も
の
は
は
っ
き
り
言
わ
な
け

れ
ば
ダ
メ
で
す
。
せ
っ
か
く
決
め
た
の
に
、
交
渉
の
前
に
ラ
イ
ン
を
下
げ
る
こ
と

は
な
い
で
す
よ
。

こ
の
よ
う
に
、
極
め
て
日
本
政
府
の
意
向
は
あ
ま
り
強
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
か
ら
今
後
予
想
さ
れ
る
四
月
か
ら
の
交
渉
が
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
こ
で
や
は
り
我
々
農
業
団
体
は
、
絶
対
に
ノ
ー

と
言
う
勇
気
を
持
っ
て
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
と
。
私
は
も
う
過
去
の
人
で
す
か
ら
、

現
役
の
皆
さ
ん
に
絶
対
ノ
ー
と
い
う
勇
気
を
持
っ
て
意
志
表
示
を
す
る
こ
と
が
、

意
に
反
し
た
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
、
今
後
の
政
策
を
求
め
る
と
か
い
ろ
い
ろ
な

面
に
は
大
き
な
作
用
を
す
る
こ
と
で
す
。
物
分
か
り
の
い
い
の
が
い
い
わ
け
で
は

な
い
で
す
よ
。
や
は
り
日
本
の
農
業
は
、
こ
う
い
っ
た
世
界
の
貿
易
の
中
に
巻
き

込
ま
れ
た
中
で
、
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
こ
で
は
っ

き
り
意
志
表
示
を
し
て
貫
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
今
後
の
政
策
を
求
め
て
い

く
上
で
も
大
き
な
力
に
な
る
と
、
私
は
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
時
間
が
一
〇
分
超
過
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
前
半
が
長
過
ぎ
た
の
で

悪
か
っ
た
け
れ
ど
も
（
笑
）、
私
は
本
当
は
今
後
の
米
の
生
産
調
整
の
問
題
と
、

も
う
一
つ
は
米
の
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
の
国
家
貿
易
を
外
し
て
や
る
か
と
い
う
問

題
も
…
今
の
農
水
大
臣
は
お
か
し
な
人
で
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
非
常

に
現
実
性
の
あ
る
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
、
警
戒
し
て
対
応
し
て
い
か
な
い
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
そ
れ
に
触
れ
よ
う
と
思
っ
た
の

で
す
が
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
拍
手
）

【
以
下
は
講
演
会
後
に
加
筆
さ
れ
ま
し
た
】

北
海
道
農
業
へ
の
提
言
、
期
待
に
つ
い
て
は
何
点
か
上
げ
ま
し
た
が
、
何
と

い
っ
て
も
大
き
な
課
題
は
、
農
政
改
革
の
今
後
の
展
開
と
し
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉

が
ど
う
な
る
の
か
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
北
海
道
と
し
て
の
意
志
、
対
処
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
重
点
的
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇◇

北
海
道
農
業
へ
の
期
待

私
達
、
北
海
道
が
か
ね
て
よ
り
主
張
し
て
ま
い
り
ま
し
た
専
業
地
帯
の
農
政
と

府
県
の
兼
業
地
帯
の
農
政
の
画
一
性
の
排
除
と
、
担
い
手
中
心
の
北
海
道
農
業
を

中
心
と
す
る
専
業
農
業
の
育
成
強
化
の
政
策
樹
立
に
つ
い
て
は
品
目
横
断
的
所
得

政
策
で
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
国
の
政
局
の
混
乱
で
バ
ラ
マ
キ
農

政
に
バ
ッ
ク
し
そ
う
な
気
配
も
あ
り
憂
慮
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
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ま
た
、
今
年
は
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
見
直
し
に
入
る
年
で
あ

り
ま
す
。
食
料
の
自
給
率
五
〇
％
を
目
標
に
具
体
的
方
策
も
示
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
の
結
着
を
に
ら
ん
で
今
後
の
我
が
国
の
食
料
政
策
を

ど
う
展
開
し
て
い
く
か
が
示
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
石
破
農
水
大
臣
が
、
生
産
調
整
の
選
択
制
や
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米
の

国
家
貿
易
を
民
間
に
移
管
す
べ
き
の
発
言
も
あ
り
ま
す
。
ま
じ
め
に
守
っ
て
き
た

農
民
を
無
視
し
た
不
公
平
極
ま
り
な
い
無
責
任
な
発
言
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は

き
ち
っ
と
反
論
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

基
本
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
政
府
案
を
待
つ
の
で
は
な
く
北
海
道
と
し

て
の
考
え
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
全
中
と
協
議
の
上
意
見
を
ま
と
め
具
申
す
る
積

極
性
が
必
要
で
あ
り
、
北
海
道
の
主
体
的
取
り
組
み
を
期
待
し
ま
す
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
意
向
が
通
る
こ
と
は
今
の
現
状
で
は

極
め
て
む
ず
か
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
こ
の
結
果
が
及
ぼ
す
影
響
が
大

き
い
北
海
道
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

重
要
品
目
は
日
本
が
求
め
る
一
〇
％
に
対
し
、
四
％
＋
二
％
の
六
％
が
大
勢
の

動
き
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
ま
と
め
よ
う
と
す
る
意
向
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
の

が
実
状
で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
九
年
間
一
貫
し
て
世
界
で
の
多
様
な
農
業
の
維
持
、
農
業
の
多
面
的

機
能
、
食
料
の
安
全
保
障
、
自
給
率
の
維
持
を
主
張
し
運
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
世
界
の
農
業
団
体
と
連
携
し
て
主
張
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
ア
メ
リ

カ
な
ど
一
部
の
国
に
牛
耳
ら
れ
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
強
い
不
信
感
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
と
し
て
は
、
北
海
道
農
業
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
こ

と
に
は
断
固
反
対
の
姿
勢
を
貫
く
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
日
、
新
た
な
政
策
で
農
畜
産
物
は
価
格
政
策
よ
り
構
造
政
策
へ
と
移

行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
更
に
こ
れ
を
進
め
て
、
消
費
価
格
を
下
げ
る
方
策
、

い
わ
ゆ
る
消
費
者
負
担
か
ら
納
税
者
負
担
に
と
大
転
換
す
る
こ
と
を
考
え
る
事
が

必
要
と
思
い
ま
す
。
輸
入
品
と
の
価
格
差
を
な
く
す
、
品
質
は
断
然
国
産
品
が
上

で
あ
り
ま
す
。

ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米
の
民
間
輸
入
へ
と
い
う
石
破
大
臣
の
案
に
つ
い
て
は

こ
れ
が
実
現
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ミ
ニ
マ
ム
米
の
受
入
は
政
府
の

責
任
で
あ
り
ま
す
。
主
食
以
外
へ
の
隔
離
は
不
可
能
に
な
り
商
社
が
自
由
に
輸
入

し
ま
す
。
国
内
の
主
食
の
混
乱
は
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
す
し
、
価
格
も
低
下
す

る
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

一
国
の
農
水
大
臣
と
し
て
極
め
て
無
責
任
な
発
言
で
あ
り
ま
す
。
だ
が
、
先
述

の
米
の
生
産
調
整
の
選
択
制
と
同
様
、
農
水
省
内
で
議
論
、
協
議
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
考
え
入
れ
十
分
な
警
戒
と
対
応
を
怠
り
な
き
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
何
点
か
上
げ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
方
は
北
海
道
農
業
発
展
の
た
め
に
頑

張
っ
て
お
り
、
成
果
も
上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大

で
す
し
、
頼
も
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

農
協
は
何
と
言
っ
て
も
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
に
か
か

わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

経
営
体
と
し
て
の
農
協
、
組
合
員
の
満
足
感
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
保
っ
て

い
く
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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質 

疑 

農
協
が
大
き
く
な
り
、
経
営
も
良
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
組
合
員
は
離
れ
て

い
っ
た
―
で
は
、
そ
の
存
在
意
義
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
分
か
っ

て
い
る
よ
う
で
案
外
気
の
つ
か
な
い
点
で
も
あ
り
ま
す
。

規
制
緩
和
、
国
内
自
由
化
の
傾
向
が
強
ま
る
中
、
農
協
の
基
本
は
組
合
員
で
あ

る
と
の
理
念
を
忘
れ
ず
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

黒

澤

地
域
農
研
で
研
究
担
当
を
し
て
お
り
ま
す
黒
澤
と
申
し
ま
す
。
今
宮

田
前
会
長
か
ら
熱
弁
を
奮
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
最
後
は
国
際
交
渉
の
山
場
で

の
非
常
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
状
況
を
我
々
の
前
で
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

我
々
も
何
と
な
く
薄
々
は
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
が
、
前
会
長
の
今
の
お
言
葉
で

は
っ
き
り
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
今
後
に
臨
む
エ
ー
ル
を

我
々
後
輩
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関
わ
る
者
に
力
強
く
提
言
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
田
前
会
長
は
、
質
問
の
時
間
が
無
く
な
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
ど
う
も

オ
ー
バ
ー
し
た
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
時
間
が
五
分
く
ら
い
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
際
会
場
か
ら
会
長
に
確
認
し
て
お
き
た
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
受
け
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。
貴
重
な
五
分
で

す
。
は
い
、
ど
う
ぞ
。

中

原

酪
農
学
園
大
学
の
教
員
の

中
原
と
申
し
ま
す
。
宮
田
会
長
は
私
ど

も
の
学
園
の
後
援
会
長
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
の
で
あ
ま
り
言
え
な
い
の
で
す

が
、
大
変
示
唆
に
富
む
本
当
に
農
協
運

動
一
筋
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
貴
重
な
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
宮
田
前
会
長

の
お
話
の
中
で
、
消
費
者
を
ど
う
見
る

か
、
例
え
ば
ス
イ
ス
は
、
精
密
時
計
と
か
そ
う
い
う
機
械
工
業
品
で
世
界
に
冠
た

る
輸
出
国
で
す
け
れ
ど
も
、
同
時
に
国
内
で
国
民
投
票
を
や
っ
て
、
少
々
割
高
だ

け
れ
ど
も
ス
イ
ス
国
産
の
食
料
を
買
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
を
国
民
で
決
議
し

て
い
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
私
ど
も
日
本
は
、
今
度
の
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
で
多
様

な
農
業
の
共
存
と
い
う
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は

消
費
者
が
ど
れ
だ
け
担
保
す
る
の
か
と
い
う
裏
を
と
っ
た
形
で
外
交
交
渉
を
や
ら

な
い
と
、
外
交
交
渉
で
ど
う
い
う
結
果
で
あ
っ
て
も
国
内
農
業
は
こ
う
す
る
と
い

う
セ
オ
リ
ー
を
持
た
な
い
と
私
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
宮
田
前
会
長
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
エ
ー
ル
と
い
う
の
は
、
重
く
消
費
者
も
受
け
止

め
て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
想
で
、
大
変
恐
縮
で
す
け

れ
ど
も
思
い
ま
し
た
。

黒

澤

中
原
先
生
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
前
会
長
、
今
の
中
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原
先
生
の
、
何
か
コ
メ
ン
ト
あ
り
ま
す

か
。
無
言
で
し
た
が
、
全
く
同
感
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
（
笑
）。
あ
と

お
一
人
ぐ
ら
い
時
間
が
あ
る
と
思
う
の

で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
前
会

長
が
お
触
れ
に
な
っ
た
こ
と
で
、
米
改

革
の
問
題
だ
と
か
今
の
水
田
転
作
の
方

向
だ
と
か
課
題
が
か
な
り
あ
る
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
の
辺
り
は
前
会
長
か

ら
現
農
業
団
体
あ
る
い
は
行
政
の
方
々

に
重
大
な
引
き
継
ぎ
事
項
と
し
て
受
け
取
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
他
に

我
々
一
般
の
消
費
者
と
い
う
立
場
で
も
、
今
の
会
長
の
お
話
を
重
く
受
け
止
め
て
、

先
ほ
ど
の
中
原
先
生
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
国
民
合
意
を
こ
れ
か
ら
ど
う
よ

り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
世
界
同
時
経
済
不
況
の
中

で
、
益
々
重
要
性
を
増
す
食
と
農
の
安
全
を
守
り
つ
つ
生
活
も
守
り
、
そ
し
て
日

本
の
国
益
を
守
る
と
い
う
意
味
で
一
層
み
ん
な
一
致
団
結
し
て
が
ん
ば
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
貴
重
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
宮
田
会
長
の
講
演
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
長
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

和

田

お
陰
様
で
例
年
に
な
く
盛
り
上
が
っ
た
総
合
研
修
会
に
な
り
ま
し
て
、

非
常
に
宮
田
前
会
長
の
お
人
柄
の
出
た
ご
講
演
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
し
た
。

私
ど
も
の
知
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
て
、
非
常
に
興
味
深
く
お
聞
き

し
た
わ
け
で
す
。
本
当
に
狭
い
会
場
の
中
で
ご
熱
心
に
聴
取
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
心
か
ら
俺
を
申
し
上
げ
ま
し
て
こ
の
度
の
総
合
研
修
会
を
こ
れ
で
閉
じ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
一
度
、
宮
田
前
会
長
に
盛
大
な
拍
手
で
お
見
送
り
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
拍
手
）
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食いしん坊イラストレーターの

ててくくててくく畑畑をを歩歩くく

イラストレーター

す ず き も も

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
い
う
絵
を

描
く
職
業
の
私
が
、
こ
の
よ
う
な
専

門
誌
に
エ
ッ
セ
イ
な
ど
載
せ
て
良
い

も
の
か
と
さ
ん
ざ
ん
悩
み
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
ご
縁
と
修
行
す
る
よ
う
に
書

か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

農
業
と
全
く
別
な
世
界
で
生
き
る

よ
う
な
私
で
す
が
、
絵
描
き
も
食
べ

な
く
て
は
生
き
て
は
行
け
な
い
し
、

ま
た
食
べ
る
こ
と
に
熱
心
な
絵
描
き

の
諸
先
輩
も
多
い
の
で
す
（
か
の
有

名
な
画
家
ダ
リ
も
レ
シ
ピ
本
を
残
し

て
い
る
ん
で
す
）。
例
に
も
れ
ず
私

も
ハ
ッ
と
気
が
つ
く
と
食
べ
物
へ
の

関
心
が
と
て
も
深
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
今
思
い
返
す
と
、
小
さ
い
頃
の

母
の
作
る
な
に
げ
な
い
食
卓
が
お
い

し
く
て
温
か
だ
っ
た
こ
と
が
自
分
の

食
へ
の
関
心
の
ベ
ー
ス
と
な
り
、
若

い
頃
に
出
会
っ
た
食
へ
の
こ
だ
わ
り

の
強
い
友
人
た
ち
の
影
響
だ
と
思
う

の
で
す
。
そ
の
中
の
友
人
の
家
に
二

十
数
年
前
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で

す
。
初
め
て
玄
米
を
食
べ
て
そ
の
お

い
し
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
新

鮮
な
野
菜
の
お
味
噌
汁
・
圧
力
釜
で

炊
き
上
げ
た
玄
米
に
は
ゴ
マ
塩
や
鮭

フ
レ
ー
ク
を
の
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
決
し
て
豪
華
で
は
な
い
食
事
で

し
た
が
と
て
も
新
鮮
な
お
い
し
さ
で

し
た
。

た
っ
た
一
粒
の
玄
米
の
お
か
げ
で
、

毎
日
食
べ
る
も
の
へ
の
興
味
と
そ
の

素
材
の
見
方
が
変
わ
っ
て
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
類
は
友

を
呼
ぶ
で
は
な
い
で
す
が
、
食
関
係

の
い
ろ
ん
な
方
々
と
交
流
を
重
ね
て

行
く
う
ち
に
、
描
く
絵
も
食
べ
物
関

係
の
仕
事
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

◆

私
の
中
で
は
食
べ
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
食
べ
た
も
の
に
よ
っ
て
自
分
の

体
の
一
つ
一
つ
の
細
胞
を
作
っ
て
い

essay

パート１
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すずき もも さん

東京生まれ、北海道育ち

・広告を中心としたイラストレーション制作、出版、雑貨企画、

執筆など仕事は多岐に渡っている。

・食の世界に足を踏み入れ、パンに焦点を絞って立ち上げた「だ

い好きパンの会」は今年で１３年目を迎え、小さいながらも充実

した活動を行っている。

・スローフードに生活のテーマを置き、「北海道スローフードフ

レンズ帯広」のメンバーとしてスローフード・スローライフの

実践を試みている。

・いつか自然豊かな場所で本や絵を描きながら、野菜や花を育て

て暮らすことを夢見つつ、夫と娘の３人暮らし。

・だい好きパンの会 事務局長

・北海道スローフードフレンズ帯広 事務局

◇著書

「さっぽろおさんぽ日和」（北海道新聞社刊）

「おさんぽ日和 さっぽろ近郊 のほほん旅」（北海道新聞社刊）

「パン好きの毎日～おいしい食べ方、作り方～」（ソフトバンククリエイティブ）

北海道の小麦とパン屋さんの本を北海道新聞社より６月下旬に出版予定。

る
こ
と
に
イ
メ
ー
ジ
が
す
ぐ
繋
が
り

ま
す
。
そ
れ
は
例
え
ば
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
ば
か
り
食
べ
て
い
た
り
す
る
と
、

自
分
の
か
ら
だ
が
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
で

で
き
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
を
想
像
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
ぞ
っ

と
し
ま
せ
ん
か
。
仕
事
柄
、
ヴ
ィ

ジ
ュ
ア
ル
に
す
ぐ
つ
な
げ
て
し
ま
う

（
こ
の
場
合
牛
の
部
位
を
示
す
図
の

よ
う
な
の
を
人
体
で
想
像
し
ち
ゃ
う

訳
で
す
）。
こ
こ
は
あ
の
と
き
食
べ

た
ラ
ー
メ
ン
、
こ
ち
ら
は
ケ
ー
キ
、

こ
っ
ち
は
サ
ラ
ダ
、
の
よ
う
に
食
べ

た
物
を
自
分
の
体
に
当
て
は
め
て
み

る
と
、
な
か
な
か
恐
ろ
し
い
や
ら
面

白
い
や
ら
で
す
。
仕
事
が
忙
し
く
な

る
と
ど
う
し
て
も
い
い
加
減
な
食
生

活
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
ふ
と
、
ど

ん
な
も
の
で
体
が
作
ら
れ
て
る
か
、

食
べ
た
物
を
思
い
か
え
し
て
ち
ょ
っ

と
ド
キ
ド
キ
す
る
こ
と
も
。
な
の
で
、

そ
ん
な
風
に
想
像
す
る
こ
と
で
自
分

の
意
識
を
高
め
て
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
な
る
べ
く
北
海
道
産
の
野
菜

や
で
き
る
だ
け
近
海
の
魚
、
信
用
の

お
け
る
育
て
方
の
肉
な
ど
を
積
極
的

に
選
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
し
た
い
と
、

す
べ
て
で
は
な
い
け
れ
ど
北
海
道
産

の
細
胞
に
よ
う
や
く
変
わ
っ
て
き
た

か
な
ぁ
と
、
あ
の
図
を
想
像
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。◆

近
年
、
食
材
の
産
地
や
生
産
者
、

ま
た
栽
培
方
法
な
ど
も
解
り
や
す
く

な
っ
て
ま
し
た
。
消
費
者
も
そ
の
情

報
を
見
て
、
し
っ
か
り
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
者
と
の

距
離
が
少
し
ず
つ
縮
ま
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
産
直

で
購
入
で
き
る
物
や
道
の
駅
な
ど
も

充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
所
で
買
い
物
を
す
る
と
一
方
的
だ

け
ど
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
よ
う
な

安
心
感
が
あ
り
、
そ
の
作
物
に
生
産
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者
の
愛
情
の
よ
う
な
物
を
感
じ
る
と
、

購
入
し
た
食
材
を
で
き
る
だ
け
お
い

し
く
食
べ
た
い
と
、
無
意
識
に
感
じ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
帰
っ

て
き
て
キ
ッ
チ
ン
に
立
つ
意
気
込
み

が
、
普
段
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
よ
り

格
段
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
な
の

で
生
産
者
の
愛
情
が
解
る
食
べ
物
を

愛
情
の
あ
る
お
店
で
買
い
、
愛
情
か

け
て
調
理
し
た
物
を
楽
し
く
い
た
だ

く
。
そ
れ
が
お
い
し
い
と
い
う
喜
び

に
な
っ
て
、
細
胞
の
一
つ
一
つ
に
変

わ
っ
て
行
く
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か

元
気
い
っ
ぱ
い
、
愛
と
喜
び
に
あ
ふ

れ
た
体
に
な
り
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す

か
！
ポ
イ
ン
ト
は
最
後
の
楽
し
く
い

た
だ
く
で
す
。
前
述
し
た
小
さ
い
頃

の
食
卓
で
母
が
「
ご
飯
は
楽
し
く
食

べ
な
く
ち
ゃ
ね
」
と
、
い
つ
も
ニ
コ

ニ
コ
会
話
を
し
な
が
ら
食
べ
て
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

◆

た
だ
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
だ
っ

た
の
が
、
頭
に
食
い
し
ん
坊
の
冠
が

つ
い
て
早
十
三
年
。
そ
の
十
三
年
前

に
は
「
だ
い
好
き
パ
ン
の
会
」
と
い

う
パ
ン
好
き
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。「
ど
う
し
て
パ

ン
？
」
な
の
か
と
簡
単
に
言
え
ば
旅

先
で
食
べ
た
パ
ン
が
あ
ん
ま
り
に
も

お
い
し
く
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
か

ら
な
の
で
す
。
そ
う
、
二
十
数
年
前

に
ち
ょ
う
ど
玄
米
の
お
い
し
さ
で
食

べ
物
の
見
方
、
味
わ
い
方
に
開
眼
し

た
時
期
に
海
外
に
も
行
っ
た
ん
で
す

ね
。
そ
こ
で
食
べ
た
い
ろ
ん
な
パ
ン

が
お
い
し
く
て
、
こ
れ
ま
た
パ
ン
の

概
念
が
変
わ
っ
た
の
で
す
。
今
で
は

い
ろ
ん
な
パ
ン
が
北
海
道
内
で
も
食

べ
ら
れ
る
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
昔
ま

で
は
パ
ン
と
い
え
ば
角
食
、
あ
ん
ぱ

ん
の
世
界
。
今
ま
で
あ
ま
り
お
い
し

い
と
思
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

パ
ン
の
お
い
し
さ
か
ら
パ
ン
へ
の
興

味
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
中
で
も
っ
と
身
近
な
と
こ
ろ

の
パ
ン
の
こ
と
が
知
り
た
い
。
と
強

く
思
う
よ
う
に
な
り
始
め
た
頃
、
い

ち
早
く
道
産
小
麦
に
目
を
向
け
安
心

な
パ
ン
を
作
り
続
け
て
い
る
「
シ
ロ

ク
マ
北
海
食
品
」
の
荒
川
社
長
と
一

緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
チ
ャ

ン
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
し
く

道
産
小
麦
の
み
で
パ
ン
を
作
る
パ
ン

屋
さ
ん
を
オ
ー
プ
ン
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
「
れ
も
ん
ベ
ー
カ
リ
ー
」
の

開
店
の
ロ
ゴ
や
、
チ
ラ
シ
な
ど
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
周
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年
を
迎
え
る
頃
、
荒
川
社
長
が
一
周

年
記
念
に
何
か
や
り
た
い
と
い
う
の

で
「
だ
い
好
き
パ
ン
の
会
」
の
設
立

を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後

自
主
運
営
に
な
る
ま
で
の
六
年
間
を

荒
川
社
長
の
庇
護
の
も
と
い
ろ
ん
な

活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
の
中
で
パ
ン
用
の
小
麦

が
北
海
道
の
中
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
そ
の
状
況
、
ま
た
製
粉
会
社

へ
見
学
に
行
っ
た
り
、
農
家
さ
ん
の

土
地
を
借
り
て
メ
ン
バ
ー
と
ハ
ル
ユ

タ
カ
小
麦
を
栽
培
し
て
み
た
り
（
こ

れ
は
三
年
続
け
ま
し
た
）、
パ
ン
が

農
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
、
食
べ
物

の
背
景
に
は
農
業
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
実
際
に
見
て
触
れ
て
体
得
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
間
、

北
海
道
に
置
け
る
小
麦
の
栽
培
状
況

は
大
き
く
変
化
し
続
け
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
パ
ン
用
の
新
し
い
品

種
の
小
麦
の
登
場
、
ま
た
栽
培
地
域
、

栽
培
方
法
な
ど
な
ど
確
実
に
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「
だ
い
好
き
パ
ン
の
会
」
で
は
、

た
ま
に
生
産
者
か
ら
栽
培
を
始
め
た

こ
の
小
麦
で
パ
ン
を
焼
い
て
み
て
は

も
ら
え
な
い
か
と
い
う
相
談
や
道
産

小
麦
の
品
種
別
パ
ン
の
味
比
べ
、
ま

た
「
小
麦
の
こ
と
を
話
そ
う
」
と
い

う
こ
と
で
生
産
者
、
製
粉
会
社
、
パ

ン
屋
さ
ん
、
消
費
者
の
六
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
を
た
て
、
パ
ン
を
味
わ
い
な

が
ら
、
話
し
を
聞
く
（
話
す
方
々
に

も
パ
ン
を
食
べ
て
も
ら
い
な
が
ら
）

パ
ン
の
会
な
ら
で
は
の
会
を
開
い
た

り
、
普
段
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
会
や

通
販
の
パ
ン
を
食
べ
る
会
、
講
師
を

招
き
パ
ン
作
り
の
会
な
ど
、
楽
し
い
、

お
い
し
い
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
道
産
の

小
麦
を
隠
れ
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
会
で
は
畑
作
農
家
さ
ん
か

ら
と
う
き
び
の
粉
の
相
談
を
受
け
、

日
本
で
は
あ
ま
り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
は

な
い
コ
ー
ン
ブ
レ
ッ
ド
の
会
を
開
き

ま
し
た
。
初
め
て
作
る
コ
ー
ン
ブ

レ
ッ
ド
や
コ
ー
ン
の
粉
を
多
く
配
合

し
た
様
々
な
パ
ン
は
新
し
い
お
い
し

さ
で
、
参
加
メ
ン
バ
ー
も
生
産
者
も

意
見
が
飛
び
交
う
有
意
義
な
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
「
だ

い
好
き
パ
ン
の
会
」
を
通
じ
て
「
パ

ン
」
と
い
う
狭
い
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら

の
ぞ
い
た
農
の
世
界
は
と
て
も
広
く
、

作
る
、
食
べ
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
そ

の
前
の
農
業
、
そ
し
て
生
産
者
の
存

在
を
し
っ
か
り
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
ま
す
ま
す
農
業
の
こ

と
が
知
り
た
く
な
っ
て
、
そ
こ
に
興

味
を
お
く
と
い
ろ
ん
な
も
の
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

◆

二
〇
〇
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
島
村

奈
津
さ
ん
の
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
な
人

生
」
を
そ
の
年
に
読
み
、
こ
れ
だ
！

と
思
わ
ず
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

私
の
中
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
様
々
な

思
い
が
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
い
う
哲
学

で
一
本
筋
が
通
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
の

で
す
。
大
げ
さ
だ
け
ど
本
当
に
涙
が

出
そ
う
だ
っ
た
。
そ
う
思
う
と
い
て

も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
て
い
ろ
い

ろ
調
べ
た
り
、
見
た
り
聞
い
た
り
す

る
と
、
同
じ
頃
に
同
じ
よ
う
に
思
っ

た
方
々
が
北
海
道
初
の
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
の
会
を
立
ち
上
げ
た
と
聞
き
、
即
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入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
レ
ン
ズ
帯

広
」
で
す
。
こ
の
会
の
素
晴
し
い
所

は
生
産
者
も
含
め
様
々
な
職
業
の
人

が
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
哲
学
の
も
と

集
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
も
ち

ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
も
思
い
も
違

う
け
れ
ど
同
じ
よ
う
に
何
か
を
感
じ

て
集
ま
っ
て
き
た
方
々
で
す
。
い
ろ

ん
な
メ
ン
バ
ー
に
会
う
ご
と
に
刺
激

さ
れ
、
勉
強
す
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
。

四
年
ほ
ど
前
か
ら
は
事
務
局
を
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、

ま
す
ま
す
自
分
の
生
き
方
を
含
め
食

の
世
界
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
活
動
が
目
に
触
れ
た
の
か

三
年
前
に
は
北
海
道
新
聞
社
か
ら
本

の
出
版
の
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
き
一

昨
年
、
昨
年
と
本
の
出
版
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
街
を
め
ぐ
る
ガ

イ
ド
の
本
で
し
た
が
、
こ
の
本
は

も
っ
と
ゆ
っ
く
り
、
足
下
を
見
つ
め

て
、
小
さ
な
事
柄
に
幸
せ
を
見
い
だ

そ
う
。
そ
れ
は
地
元
に
あ
る
良
い
物

を
見
つ
け
大
切
に
し
て
い
こ
う
。
自

分
の
目
線
を
磨
こ
う
。
そ
れ
は
食
べ

物
も
お
店
や
映
画
館
も
公
園
も
同
じ

く
一
つ
一
つ
が
街
と
い
う
体
を
作
る

細
胞
と
同
じ
だ
か
ら
。
よ
り
素
敵
な
、

優
し
い
細
胞
で
街
を
作
っ
て
行
き
た

い
。
と
い
う
長
い
隠
れ
テ
ー
マ
の
も

と
に
制
作
し
ま
し
た
。

さ
て
、
長
い
自
己
紹
介
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

こ
の
辺
で
。

次
回
は
本
の
制
作
を
通
し
て
、
取

材
し
て
き
た
農
家
さ
ん
、
近
郊
の
街
、

札
幌
の
こ
と
な
ど
、
食
い
し
ん
坊
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
目
線
で
書
き

綴
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

福
島
県
は
、
二
〇
〇
六
年
度
以
降
、
日
本
一
の
米
生
産
過
剰
県
と
し
て

全
国
的
に
有
名
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
は
様
々
な
要
素
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
通
説
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
福
島
県
は
真
面
目
に
生
産

調
整
に
取
り
組
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
背
景
に
は
良
食
味
米
産
地
で
あ
る
と

い
う
驕
り
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
日
本
一
の
生
産
過

剰
県
と
な
っ
た
二
〇
〇
六
年
度
よ
り
福
島
県
米
生
産
情
報
検
討
会
議
の
会

長
と
し
て
、
需
要
情
報
の
市
町
村
配
分
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
み
え
て
き
た
こ
と
は
、
福
島
県
農
政
は
決
し
て
不
作
為
で
生
産
過

剰
を
放
置
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
生
産
調
整
の
障
壁
と
な
る
歴
史
的
、

地
理
的
、
構
造
的
な
要
因
に
よ
り
、
調
整
シ
ス
テ
ム
が
働
き
に
く
い
構
造

が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

表
１
は
、
二
〇
〇
八
年
度
の
東
北
・
北
海
道
に
お
け
る
米
の
需
給
情
報

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
米
の
民
間
需
要
量
（
表
中
�
）
は
、
前
年
度
在

庫
（
同
�
）
と
本
年
度
生
産
量
（
同
�
）
を
足
し
た
も
の
か
ら
、
本
年
度

六
月
末
在
庫
（
同
�
）
を
引
き
算
出
す
る
。
こ
れ
に
政
府
米
販
売
数
量

（
同
�
）
を
足
し
た
も
の
が
、
全
体
需
要
量
（
同
�
）
と
な
る
。
こ
の
需

要
情
報
に
基
づ
き
、
米
の
販
売
情
報
（
生
産
可
能
情
報
）
が
全
国
レ
ベ
ル
、

都
道
府
県
レ
ベ
ル
、
市
町
村
レ
ベ
ル
に
伝
達
さ
れ
、
米
の
生
産
計
画
（
生

Report

福島県はなぜ米生産過剰日本一に

なったのか？

福島大学 経済経営学類 准教授

小山 良太
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産
目
標
面
積
）
を
策
定
す

る
。
そ
の
際
に
、
前
年
度

生
産
目
標
面
積
と
実
作
付

面
積
の
差
が
大
き
く
（
転

作
計
画
を
実
行
せ
ず
）、

か
つ
六
月
末
在
庫
が
多
く

残
っ
て
い
る
と
、
売
れ
残

り
情
報
と
し
て
次
年
度
の

生
産
目
標
面
積
が
さ
ら
に

減
ら
さ
れ
る
（
配
分
量
に

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
「
生
引

き
」
が
科
さ
れ
る
）。
後

述
す
る
よ
う
に
、
福
島
県

は
生
産
目
標
面
積
よ
り
実

作
付
面
積
が
大
き
く
、
か

つ
六
月
末
在
庫
も
物
量
と

し
て
大
き
い
状
況
が
続
い

て
お
り
、
日
本
一
の
過
剰

県
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。一

方
で
、
福
島
県
の
言

小山 良太（こやま りょうた）氏

生 年：１９７４年東京生まれ

最終学歴：北海道大学大学院農学研究科・博士（農学）

専門分野：農業経済学、協同組合学、地域政策論

◆主な委員

福島県米需給情報検討会議・会長（２００６年～）

日本軽種馬協会基金運営委員会・理事（２００６年～）

◆主な業績

「経営所得安定対策と集落営農の課題」『東北農業経

済研究』第２５巻１号（通巻５０号）、東北農業経済学会、

２００７年８月、pp．１７－２６。

『競走馬産業の形成と協同組合』日本経済評論社、２００４

年６月、２２０頁。

表１ 東北・北海道における米の需給情報（２００８年）
単位：トン・％

２００８年６月
在庫率

１９．６

２８．９

２２．８

２７．３

２３．３

２０．４

１８．４

１８．１

１８．０

資料；「福島県米需給情報検討会議」２００８年１２月、関係資料より作成

全体需要量
�＝�＋�
８，５４５，２４２

５８５，２５５

２７０，２５６

２９５，７５２

４１９，１８１

５１１，４２１

４１１，４９１

４４８，１９９

６０９，３８０

政府米販売
数量 �
１１６，９６１

１，５０３

３０２

６，４２８

２７，５０７

１１，３４７

６，８５４

１０，１５６

３，５５７

民間需要量
�＝�＋�－�

８，４２８，２８１

５８３，７５２

２６９，９５４

２８９，３２４

３９１，６７４

５００，０７４

４０４，６３７

４３８，０４３

６０５，８２３

２００８年６月末
在庫 �
１，６０７，３３４

１６６，０９５

６１，９２３

７７，９２０

８７，６７７

９５，１６８

６６，９７２

７６，５６５

９９，５３２

２００７年産
米生産量 �
８，２００，７０５

５７４，２７５

２７１，８９０

２８５，８３１

３７６，５７３

４６５，７７９

３６３，２６０

４２４，０７０

５５２，９４６

２００７年６月末
在庫 �
１，８３４，９１０

１７５，５７２

５９，９８７

８１，４１３

１０２，７７８

１２９，４６３

１０８，３４９

９０，５３８

１５２，４０９

全 国

北海道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

新 潟
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い
分
と
し
て
は
、
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
福
島
県
は
そ
も
そ
も
生
産

調
整
不
参
加
の
農
家
が
多
く
（
高
齢
、
零
細
、
兼
業
農
家
が
多
く
米
作
依

存
構
造
）、
そ
れ
が
地
域
的
に
固
定
化
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
生
産
構

造
を
ベ
ー
ス
に
米
の
生
産
調
整
政
策
が
移
行
し
た
た
め
、
生
産
目
標
面
積

そ
の
も
の
が
過
少
な
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
福
島
県
産
米
（
コ
シ

ヒ
カ
リ
が
中
心
）
は
、
新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
代
替
品
あ
る
い
は
二
番
手
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
り
、
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
は
小
さ
い
状
況
で
あ
っ
た
。
一

方
で
、
食
味
・
品
質
は
高
く
、
出
荷
・
精
米
の
段
階
が
遅
く
な
る
と
い
う

性
質
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
米
卸
段
階
で
、
品
質
の
劣
る
産
地
銘
柄

か
ら
先
に
販
売
し
、
福
島
県
産
米
は
夏
場
ま
で
持
ち
越
し
販
売
す
る
と
い

う
対
応
が
取
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
六
月
末
在
庫
で
全
国
一
律
に
在

庫
量
（
推
定
と
し
て
の
売
れ
残
り
量
）
を
み
た
場
合
、
福
島
県
産
米
が
実

態
以
上
に
多
く
残
存
す
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
ま
ま
何
も
手
を
打
た
な
い
と
、
毎
年
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

を
科
さ
れ
、
さ
ら
に
配
分
量
が
減
少
し
、
過
剰
が
大
き
く
な
る
と
い
う
悪

循
環
が
継
続
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
福
島
県
の
米
生

産
・
流
通
の
現
状
と
生
産
過
剰
に
い
た
る
構
造
的
問
題
点
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
。

１
�
福
島
県
に
お
け
る
米
流
通
の
問
題
点

図
１
は
、
福
島
県
産
米
の
流
通
フ
ロ
ー
図
を
示
し
て
い
る
。
福
島
県
の

民
間
流
通
米
は
全
生
産
量
の
八
割
で
あ
る
。
民
間
流
通
米
は
大
き
く
分
け

て
農
協
（
表
中
Ｊ
Ａ
）
と
農
協
以
外
の
集
荷
業
者
に
集
荷
さ
れ
る
。
そ
の

う
ち
農
協
に
集
荷
さ
れ
る
量
は
民
間
流
通
米
の
う
ち
の
三
七
％
で
あ
る
。

農
協
以
外
の
集
荷
業
者
に
は
主
な
も
の
に
全
集
連
（
全
国
主
食
集
荷
協
同

組
合
）
系
集
荷
業
者
が
あ
り
、
民
間
流
通
米
の
う
ち
の
四
％
が
集
荷
さ
れ

る
。
ま
た
、
農
協
に
集
荷
さ
れ
る
米
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
と
Ｊ
Ａ
直
売
（
単
位

農
協
）
に
ま
わ
さ
れ
る
。
農
協
系
統
、
全
集
連
系
業
者
、
そ
の
他
集
荷
業

者
か
ら
販
売
業
者
や
実
需
者
へ
流
通
し
、
最
終
的
に
小
売
店
や
外
食
事
業

者
の
も
と
へ
販
売
さ
れ
る
と
い
う
経
路
を
辿
る
。
福
島
県
に
お
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
の
米
集
荷
率
は
低
く
、
Ｊ
Ａ
以
外
の
他
の
集
荷
業
者
が
多
く
集
荷
し

て
お
り
、
多
様
な
ル
ー
ト
を
経
て
米
の
流
通
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

福
島
県
の
農
協
の
米
集
荷
率
が
三
七
％
と
い
う
の
は
全
国
的
に
見
て
も

低
い
。
こ
れ
が
福
島
県
の
米
の
過
剰
生
産
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
も
い
え
る
。

そ
も
そ
も
農
協
は
当
初
、「
政
府
に
よ
る
米
集
荷
の
代
行
機
関
」
と
し
て

機
能
し
て
い
た
。
そ
れ
が
自
主
流
通
米
制
度
（
一
九
六
九
年
）
に
よ
っ
て
、

流
通
機
能
を
部
分
的
に
、
改
正
食
糧
法
（
二
〇
〇
四
年
）
の
流
通
ル
ー
ト

特
定
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
完
全
に
移
管
さ
れ
た
﹇
１
﹈

。
品
質
別
需
給
調
整
、
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自
主
流
通
計
画
に
よ
っ
て
、
時
期
別
調
整
機
能
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
生
産
数
量
の
生
産
者
へ
の
配
分
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

全
体
需
給
を
調
整
す
る
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
﹇
２
﹈

。
し
か
し
、
需
給
調

整
の
主
体
と
な
る
農
協
の
米
の
集
荷
率
が
低
く
て
は
、
需
給
調
整
は
で
き

な
い
。
福
島
県
に
お
い
て
は
、
全
体
の
三
七
％
し
か
集
荷
で
き
て
い
な
い

の
で
、
効
率
的
な
需
給
調
整
を
農
協
の
み
に
求
め
る
の
は
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

農
協
の
調
整
機
能
が
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
っ
て
も
、
全
国
的
に
み
て

比
較
的
農
協
の
集
荷
率
が
高
い
県
で
は
、
米
の
過
剰
生
産
が
少
な
い
、
あ

る
い
は
生
産
調
整
数
量
を
達
成
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
民
間
団
体
に

需
給
調
整
を
ま
か
せ
よ
う
と
し
て
も
、
個
々
の
団
体
の
米
集
荷
の
シ
ェ
ア

は
低
い
の
で
、
調
整
機
能
を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
福
島
県
に
お
い
て
農
協
の
集
荷
率
の
低
さ
と
、
流
通
経

路
が
複
線
化
し
て
い
る
と
い
う
現
状
が
米
の
生
産
過
剰
の
一
つ
の
要
因
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２
�
米
の
生
産
過
剰
に
み
る
福
島
県
の
位
置

図
２
は
、
都
道
府
県
別
に
み
た
米
の
生
産
過
剰
（
需
要
情
報
と
実
作
付

面
積
の
差
）
の
状
況
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
北
関
東
と

福
島
県
、
新
潟
県
が
生
産
過
剰
県
と
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら

注１）２００６年「福島県農産物流通状況調査報告書」（流通消費グループ）による。

２）数値は２００４年産米。

図１ 福島県産米の流通フロー図
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の
地
域
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
生
産
が
多
い
良
食
味
米
産
地
で
あ
り
、
農
協

以
外
の
米
の
集
荷
業
者
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。

全
国
で
の
米
の
生
産
過
剰
は
二
〇
〇
七
年
度
産
米
で
七
〇
、
七
四
八
ha

分
、
二
〇
〇
八
年
度
で
は
二
八
、
八
三
三
ha
分
と
な
っ
て
い
る
。
福
島
県

の
過
剰
作
付
は
二
〇
〇
七
年
度
で
一
三
、
三
七
六
ha
、
全
国
の
作
付
過
剰

分
の
約
一
八
・
九
％
、
二
〇
〇
八
年
度
で
は
同
一
一
、
六
七
五
ha
、
同
四

〇
・
五
％
を
占
め
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
度
は
全
国
的
に
過
剰
分
の
抑
制

が
行
わ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
福
島
県
に
お
い
て
は
同
規
模
の
生
産
過
剰

面
積
が
存
在
し
、
結
果
と
し
て
全
国
の
生
産
過
剰
の
四
割
を
抱
え
る
地
域

と
な
っ
て
い
る
。

３
�
福
島
県
に
お
け
る
生
産
過
剰
の
地
域
性

福
島
県
の
米
の
生
産
過
剰
数
量
を
市
町
村
別
に
み
る
と
、
福
島
県
内
に

お
い
て
も
地
区
に
よ
っ
て
米
の
生
産
目
標
を
達
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
未

達
成
の
地
域
が
存
在
す
る
。
表
２
は
福
島
県
市
町
村
別
に
み
た
生
産
過
剰

数
量
（
二
〇
〇
六
年
産
米
）
を
示
し
て
い
る
。
生
産
確
定
数
量
（
ａ
）
が

い
わ
ゆ
る
生
産
割
り
当
て
数
量
で
あ
り
、
主
食
用
米
平
年
生
産
量
（
ｂ
）

が
当
該
年
度
に
生
産
さ
れ
た
主
食
用
米
数
量
、
そ
し
て
生
産
過
剰
数
量

（
Ｃ＝

ｂ－
ａ
）
が
過
剰
分
を
示
し
て
い
る
。
生
産
調
整
が
守
ら
れ
て
い

な
い
地
域
と
し
て
は
、
い
わ
き
市
、
県
南
の
白
河
市
、
県
中
の
郡
山
市
、

資料；農林水産省『米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針』２００７．２００８年度より作成。

注）過剰分は実作付面積から需要情報（面積換算）を引いたものである。

図２ 都道府県別にみた米の生産過剰の状況
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須
賀
川
市
が
あ
る
。
生
産
調
整

が
守
ら
れ
て
い
る
地
域
に
は
相

馬
市
、
南
会
津
地
区
が
あ
げ
ら

れ
る
（
福
島
県
の
地
域
に
つ
い

て
は
、
小
山
良
太
「
福
島
県
農

業
の
現
段
階
と
農
協
組
織
の
戦

略
課
題
（
そ
の
一
）－

福
島
県

農
協
の
特
徴
と
組
織
課
題－

」

『
地
域
と
農
業
』
第
七
一
号
、

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所
、
二

〇
〇
八
年
一
〇
月
、
六
七
頁
図

５
を
参
照
の
こ
と
）。
県
の
南

東
部
に
位
置
す
る
市
町
村
（
県

南
地
域
）
で
は
生
産
調
整
が
守

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。
福
島
県
南
地
域
の
市
町
村
で
は
、
東
北
道
が
縦
断
し
て
お
り
、
北

関
東
圏
の
集
荷
業
者
が
農
家
か
ら
直
接
買
い
取
り
を
行
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
農
協
の
販
売
事
業
を
利
用
し
な
く
て
も
（
結
果
と
し
て
生
産

調
整
に
参
加
し
な
く
て
も
）、
一
定
の
販
路
が
確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
に

米
を
作
り
続
け
や
す
い
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
集
荷
業
者
か
ら
の
直
接

買
い
取
り
は
、
生
産
者
に
と
っ
て
在
庫
の
リ
ス
ク
が
小
さ
く
、
そ
の
場
で

現
金
収
入
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
福
島
県
全
体
で
は
米
生
産
過
剰
で
あ

る
に
も
関
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
生
産
者
に
と
っ
て
は
作
っ
て
も
確
実

に
売
れ
る
た
め
に
過
剰
生
産
の
意
識
が
薄
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
県
南
地

域
の
特
性
が
福
島
県
全
体
の
米
生
産
過
剰
に
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

４
�
福
島
県
に
お
け
る
産
地
づ
く
り
交
付
金
の
状
況

福
島
県
の
転
作
を
め
ぐ
る
状
況
は
厳
し
い
。
表
３
の
よ
う
に
、
福
島
県

の
転
作
を
進
め
る
た
め
の
産
地
づ
く
り
交
付
金
は
東
北
各
県
の
中
で
も
最

も
少
な
い
額
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
の
福
島
県
の
産
地
づ
く
り
交

付
金
は
、
米
の
生
産
目
標
面
積
が
同
程
度
の
宮
城
県
と
比
べ
て
も
三
分
の

一
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
産
地
づ
く
り
交
付
金
は
地
域
に
よ
っ
て
独
自
の
使
途
や
支
給
額

が
設
定
で
き
る
。
転
作
作
物
の
支
払
価
格
に
つ
い
て
交
付
金
分
の
上
乗
せ

が
可
能
で
あ
り
、
農
家
収
入
に
対
し
恒
常
的
に
寄
与
で
き
る
。
し
か
し
、

産
地
づ
く
り
交
付
金
の
県
別
の
割
り
あ
て
は
、
過
去
の
米
生
産
目
標
達
成

の
実
績
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
過
去
に
米
の
生
産
過
剰
が
大

き
か
っ
た
福
島
県
の
産
地
づ
く
り
交
付
金
の
交
付
水
準
は
他
県
の
三
分
の

一
程
度
と
な
っ
て
い
る
（
同
表
３
）。
一
ha
あ
た
り
の
交
付
金
額
を
み
て

も
、
非
常
に
低
い
た
め
、
農
家
に
と
っ
て
は
費
用
が
か
か
り
、
米
と
は

違
っ
た
慣
れ
な
い
転
作
を
行
う
よ
り
、
米
を
作
り
続
け
る
方
が
楽
で
あ
り

表２ 福島県市町村別にみた生産過剰数量（２００６年産米）
（単位：t）

生産過剰数量
c＝b－a

１４，７４９，１４８

１１，１０８，８７５

６，３９３，１５１

３，８６４，１６１

－２８６，９２０

－１１１，４２８

１８６，３５９

資料：福島県水田畑作課資料より作成
注）上位・下位市町村を取り上げた。

主食用米平年生産量
b

４６，７７７，４１０

２７，１７９，７３０

２０，５４０，９００

２３，４０３，１８０

１１，３０５，５４０

２５，８５３，０００

５，８３８，６００

生産確定数量
a

３２，０２８，２６２

１６，０７０，８５５

１４，１４７，７４９

１９，５３９，０１９

１１，５９２，４６０

２５，９６４，４２８

５，６５２，２４１

郡 山 市

須賀川市

白 河 市

いわき市

相 馬 市

南相馬市

南会津町
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収
入
が
得
ら
れ
る
。
転
作
機
会
を
失
わ
せ
現
状
維
持
を
選
択
す
る
よ
う
な

状
態
と
な
る
。
福
島
県
の
産
地
づ
く
り
交
付
金
と
転
作
に
つ
い
て
は
、
転

作
を
進
め
る
産
地
づ
く
り
交
付
金
が
少
な
い
た
め
に
転
作
が
進
ま
ず
、
ま

た
過
剰
作
付
に
よ
る
米
の
生
産
目
標
数
削
減
が
産
地
づ
く
り
交
付
金
の
減

額
を
招
く
と
い
う
悪
循
環
の
状
況
に
あ
る
。

図
３
は
、
東
北
六
県
に
お
け
る
大
豆
収
穫
量
の
比
較
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
福
島
県
の
大
豆
は
、
一
九
八
七
年
水
準
か
ら
大

幅
に
収
穫
量
を
減
ら
し
て
い
る
上
に
、
東
北
六
県
の
中
で
も
き
わ
め
て
低

い
水
準
に
位
置
づ
い
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
隣
接
す
る
宮
城
県
で
は
、
ほ

ぼ
同
じ
農
地
面
積
な
が
ら
大
幅
に
大
豆
生
産
を
振
興
し
て
お
り
、
対
応
の

差
が
示
唆
さ
れ
る
。

表３ ２００７年産地づくり交付金の状況

１ha当たり金額
B/A （千円）

４７．２

１４２．４

１３７．３

１３１．０

９８．１

１０８．９

７２．２

３７９．５

１２１．５

７４．４

１４５．９

６７．３

１６１．２

資料：福島県庁水田畑作グループ資料より作成

産地づくり交付金額
B （千円）

３，２４６，４９７

６，７０２，２１４

７，６５８，７０８

９，５８０，０７５

８，５５０，７０１

７，１４６，７８７

７，９９４，６２８

４３，２１７，５８７

４，７６１，７８１

１，９３１，４１２

４，８６０，５７１

１，０１７，６１４

４，５３５，６４７

生産目標面積
A （ha）

６８，７１５

４７，０６７

５５，７７７

７３，１１１

８７，１３４

６５，６１０

１１０，７６３

１１３，８９１

３９，１７９

２５，９７４

３３，３１３

１５，１１８

２８，１３８

福島県

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

新潟県

北海道

富山県

石川県

滋賀県

香川県

佐賀県

図３ 東北６県における大豆収穫量の比較（１９８７・２００６年）
資料；農林水産省『作物統計』各年より作成。
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５
�
福
島
県
に
お
け
る
米
生
産
過
剰
の
要
因
と
課
題

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
福
島
県
の
米
生
産
過
剰
は
さ
ま
ざ
ま
な

要
素
が
絡
み
合
っ
て
生
じ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

第
一
に
、
福
島
県
の
米
流
通
に
お
け
る
問
題
と
し
て
、
農
協
の
米
集
荷

率
が
低
く
、
実
質
的
な
需
給
調
整
機
能
を
果
た
せ
な
い
状
況
に
あ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。

第
二
に
、
福
島
県
農
業
の
構
造
的
問
題
が
指
摘
で
き
る
。
福
島
県
は
、

兼
業
農
家
が
多
く
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
兼
業
農
家
に
し
て
み
る
と
、

他
の
仕
事
に
お
い
て
生
計
が
立
て
ら
れ
る
た
め
、
わ
ず
か
な
産
地
づ
く
り

交
付
金
を
も
ら
っ
て
転
作
す
る
必
要
性
が
薄
く
な
る
。
加
え
て
、
兼
業
で

あ
る
た
め
、
米
と
比
べ
比
較
的
手
間
の
か
か
る
転
作
を
し
て
い
る
時
間
的

余
裕
も
な
い
。
一
方
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

高
齢
の
生
産
者
に
と
っ
て
は
、
作
り
慣
れ
た
米
づ
く
り
か
ら
の
転
換
が
し

に
く
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
転
作
作
物
は
、
ハ
ウ
ス
等
の
設
備
や
施
設
の

費
用
が
か
か
る
た
め
、
少
な
い
産
地
づ
く
り
交
付
金
で
は
初
期
投
資
が
ま

か
な
い
き
れ
な
い
。
農
業
の
担
い
手
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、

「
交
付
金
が
少
な
く
て
転
作
で
き
な
い
、
転
作
で
き
な
い
か
ら
生
産
目
標

が
削
減
さ
れ
る
」
と
い
う
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

福
島
県
の
水
田
農
業
は
面
積
的
に
も
潜
在
的
な
生
産
力
的
に
も
、
日
本

の
食
料
生
産
を
支
え
る
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
今
後
益
々
重

要
と
な
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
水
田
の
高
度
な
利
活
用
と
そ
れ
を
可
能
と

す
る
担
い
手
の
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
食
料
自
給
率
の
向

上
の
た
め
に
は
、
総
合
的
な
食
料
生
産
が
必
要
で
あ
る
が
、
福
島
県
で
は

生
食
用
米
の
生
産
過
剰
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
生
食
米
一
辺
倒
の
生
産

構
造
か
ら
脱
却
し
、
総
合
的
な
産
地
形
成
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
、
こ
の

こ
と
が
国
民
、
県
民
の
負
託
に
応
え
る
こ
れ
か
ら
の
福
島
県
農
業
の
あ
り

方
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
以
下
の
点
を
提
言
し
た
い
。

福
島
県
型
の
水
田
農
業
生
産
戦
略
の
策
定
と
実
践
が
求
め
ら
れ
る
。
既

存
の
減
反
・
生
産
調
整
と
い
う
後
ろ
向
き
な
政
策
か
ら
生
産
戦
略
（
水
田

の
高
度
利
活
用
）
へ
と
生
産
者
、
関
係
機
関
の
考
え
方
を
刷
新
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
水
田
の
利
用
調
整
機
能
を
個
別
対
応
で
は
な
く
、
集

団
的
土
地
利
用
体
系
の
も
と
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
多
様
な
米
の
生
産
、

増
産
が
求
め
ら
れ
て
い
る
畑
地
利
用
の
展
開
が
可
能
と
な
る
。
水
田
の
利

活
用
は
大
き
く
三
つ
の
部
門
に
分
か
れ
る
。
土
地
利
用
型
の
�
米
部
門
、

�
畑
地
利
用
部
門
、
施
設
型
の
�
園
芸
部
門
で
あ
る
。

米
部
門
に
関
し
て
は
、
飯
米
一
辺
倒
の
生
産
か
ら
新
規
用
途
米
（
加
工

用
、
業
務
用
）
な
ど
新
た
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
必
要
と
な
る
。
加

工
用
米
で
は
、
米
粉
利
用
（
パ
ン
、
天
ぷ
ら
粉
、
米
粉
麺
な
ど
）
を
促
進

す
る
戦
略
が
考
え
ら
れ
る
。
新
た
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
そ
れ
を
可

能
と
す
る
生
産
体
系
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
産
過
剰
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対
策
と
い
う
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
過
剰
な
飯
米
流
通
を
抑
制
し
、
用
途
別

生
産
体
系
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
米
部
門

は
「
米
＋
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
（
新
規
用
途
米
）」を
機
軸
と
し
、「
＋
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」

の
部
分
で
は
組
織
的
対
応
が
難
し
い
地
域
の
農
家
、
高
齢
農
家
、
�
兼
農

家
な
ど
全
農
家
が
参
加
で
き
る
生
産
調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
く
。

畑
地
利
用
部
門
で
は
、
転
作
、
減
反
と
い
う
ネ
ガ
的
な
発
想
か
ら
転
換

し
、
食
料
自
給
率
向
上
の
要
と
な
る
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
、
そ
し
て
福

島
県
農
業
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
そ
ば
の
生
産
・
流
通
戦
略
の
策
定
が
求

め
ら
れ
る
。
麦
・
大
豆
・
そ
ば
に
関
し
て
は
、
面
的
な
集
積
や
規
模
拡
大
、

ま
た
機
械
装
備
、
施
設
の
増
設
な
ど
新
た
な
投
資
が
必
要
と
な
る
。
そ
の

た
め
集
団
的
対
応
が
求
め
ら
れ
る
部
門
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
土
地
利
用

計
画
、
担
い
手
確
保
を
含
め
た
集
落
営
農
戦
略
、
す
な
わ
ち
地
域
営
農
シ

ス
テ
ム
化
が
必
要
で
あ
る
。
飼
料
作
物
に
関
し
て
は
、
飼
料
用
米
、
Ｗ
Ｃ

Ｓ
の
増
産
と
そ
れ
を
担
保
す
る
循
環
型
農
業
の
推
進
が
必
要
と
な
る
。

園
芸
部
門
に
関
し
て
は
、
米
部
門
、
畑
地
利
用
部
門
を
集
団
的
土
地
利

用
体
系
の
下
に
再
編
す
る
中
で
、
余
剰
労
働
力
を
園
芸
部
門
に
振
り
分
け

て
い
く
と
い
う
地
域
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
が
鍵
と
な
る
。
土
地
利
用
部
門

の
集
団
化
と
園
芸
部
門
の
育
成
は
セ
ッ
ト
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
米
部
門
に
お
け
る
「
米
＋
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」
戦
略
は
、
生

産
過
剰
の
解
消
と
新
規
用
途
米
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
併
せ
て
展
開
す
る
戦

略
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
は
生
産
調
整
未
達
成
者
が
段
階
的
に
協
力
で
き

る
よ
う
な
県
独
自
の
助
成
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
流
通
関
係
団
体
、
業

者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
「
本
格
的
」
な
発
揮
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
水
田
利
用
戦
略
は
、
農
家
経
営
か
ら
み
る
と
経
営
安
定
化
に
向
け

た
戦
略
で
あ
る
。「
米
＋
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」（
個
別
対
応
）、「
米
」（
個
別
）
＋

「
畑
地
利
用
」（
集
団
・
組
織
）、「
米
＋
畑
地
利
用
」（
集
団
・
組
織
）
＋

「
園
芸
」（
個
別
）
と
い
う
よ
う
な
発
展
型
の
「
米
＋
α
」
戦
略
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
リ
ス
ク
の
大
き
い
飯
米
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
農
業
か
ら
総
合

産
地
へ
と
転
換
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
負
託
に
応
え
る
食
料
生
産
県
と
し

て
、
持
続
可
能
な
福
島
県
農
業
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

【
脚
注
】

〔１〕

食
糧
法
は
さ
ら
に
二
〇
〇
四
年
に
改
正
さ
れ
現
在
に
至
る
。
計
画
流
通
制
度

は
廃
止
さ
れ
、
国
の
規
制
は
な
く
な
っ
た
。
ま
た
同
年
に
米
政
策
改
革
大
綱

に
よ
る
改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
、
生
産
調
整
の
運
用
も
変
わ
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
ネ
ガ
面
積
配
分
か
ら
、
米
を
作
っ
て
よ
い
数
量
で
あ
る
ポ
ジ
数
量
（
生

産
数
量
）
の
配
分
に
な
っ
た
。
助
成
に
関
し
て
も
、
産
地
づ
く
り
対
策
と
し

て
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
る
助
成
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。

〔２〕

さ
ら
に
、
改
革
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
米
の
需
給
調
整
も
農
業
者
・
農

業
者
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
行
な
う
よ
う
に
変
わ
っ
た
。
こ
れ
は
、
政
府
が

「
配
分
」
を
行
な
う
の
で
は
な
く
「
情
報
」
の
提
供
、
つ
ま
り
ど
こ
の
市
町

村
に
ど
れ
だ
け
米
の
需
要
量
が
あ
る
か
と
い
う
適
正
量
の
情
報
提
供
に
と
ど
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ま
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
こ
の
情
報
を
超

え
て
米
の
生
産
を
行
な
う
と
交
付
金
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
く
る
た
め
、
守

ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

【
引
用
参
考
文
献
】

青
柳
斉
「
米
産
地
間
競
争
の
変
化
と
産
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
展
開
」『
農
業

と
経
済
』
二
〇
〇
七
年
三
月
臨
時
増
刊
号
。

小
野
雅
之
「
米
市
場
変
革
期
に
お
け
る
産
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
課
題
」

日
本
農
業
経
営
学
会
『
農
業
経
営
研
究
』
第
四
四
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
。

小
池
晴
伴
・
小
山
良
太
「
新
シ
ス
テ
ム
下
に
お
け
る
農
協
の
米
需
給
調
整
の
役

割
―
福
島
県
を
事
例
と
し
て－

」
日
本
協
同
組
合
学
会
、
島
根
大
学
、
二
〇
〇
七

年
十
月
、
報
告
資
料
。

小
池
晴
伴
・
小
山
良
太
「
米
政
策
改
革
下
に
お
け
る
生
産
調
整
の
問
題
点－

福

島
県
を
事
例
と
し
て－

」
日
本
農
業
市
場
学
会
愛
媛
大
学
農
学
部
、
二
〇
〇
七
年

七
月
、
報
告
資
料
。

小
山
良
太
「
福
島
県
農
業
の
現
段
階
と
農
協
組
織
の
戦
略
課
題
（
そ
の
一
）－

福
島
県
農
協
の
特
徴
と
組
織
課
題－

」『
地
域
と
農
業
』
第
七
一
号
、
北
海
道
地

域
農
業
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
、
ｐ
�
六
三－

七
七
。

橋
詰
茜
「
福
島
県
に
お
け
る
米
生
産
過
剰
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」『
福
島
大
学
経
済

経
営
学
類
地
域
参
画
専
門
演
習
』
二
〇
〇
九
年
三
月
、
ｐ
�
五
八－

六
五
。

畠
槙
也
他
「
産
消
連
携
に
よ
る
原
料
農
産
物
の
自
給
率
向
上
に
関
す
る
研
究
―

ふ
く
し
ま
大
豆
の
会
の
取
り
組
み
を
中
心
に－

」『
信
陵
論
叢
』
Ｖ
ｏ－

五
一
、

福
島
大
学
経
済
学
部
信
陵
論
叢
編
集
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
ｐ
�
二
五

三－

二
七
二
。

冬
木
勝
仁
「
米
政
策
改
革
下
に
お
け
る
需
給
調
整
の
課
題－

米
流
通
再
編
と
需

給
調
整－

」
農
業
問
題
研
究
学
会
『
農
業
問
題
研
究
』
第
五
八
号
、
二
〇
〇
五
年

七
月
。
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お知らせ ����������������������������������

第１９回（平成２１年度）通常総会の開催

開 催 日 時 平成２１年５月２６日（火） 午後１時より

開 催 場 所 共済ビル７階「末広の間」

札幌市中央区北４条西１丁目 �（０１１）２８０－６７１１

提 出 議 題 議案第１号 平成２０年度事業報告並びに収支決算について

議案第２号 平成２１年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について

議案第３号 平成２１年度役員報酬額の決定について

議案第４号 平成２１年度会費の賦課及び徴収方法（案）について

議案第５号 役員の選任について

特 別 講 演

開 催 日 時 平成２１年５月２６日（火） 午後２時３０分（通常総会終了後）

開 催 場 所 共済ビル７階「末広の間」

札幌市中央区北４条西１丁目 �（０１１）２８０－６７１１

講演テーマ 『北海道農業のポジションとベクトル』

講 師 �北海道地域農業研究所 所長 太田原 高 昭

�����������������������������������������

人 事 異 動

きょうかめ

新任 専任研究員 經亀 諭（２月１日付）

専任研究員 正木 卓（４月１日付）

退職 専任研究員 糸山 健介（３月３１日付）
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研
究
会
・
研
修
会
等
へ
の

報
告
者
・
講
師
の
派
遣

（
平
成
二
十
一
年
一
月
〜
三
月
）

○
「
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
学
生
科
授
業
」

主

催

（
財
）北
海
道
農
業
協
同
組

合
学
校

と

き

平
成
２１
年
１
月
９
日

テ
ー
マ

日
本
農
政
論

講

義

中
出

孝
一

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
新
規
就
農
者
研
修
」

主

催

（
財
）北
海
道
農
業
協
同
組

合
学
校

と

き

平
成
２１
年
１
月
１４
日

テ
ー
マ

農
業
者
に
求
め
ら
れ
る
も
の

講

義

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
）

○
「
新
規
就
農
者
研
修
会
」

主

催

（
財
）北
海
道
農
業
協
同
組

合
学
校

と

き

平
成
２１
年
１
月
２１
日

テ
ー
マ

農
業
者
に
求
め
ら
れ
る
も
の

講

義

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
）

○「（
独
法
）国
際
協
力
機
構
平
成
２０
年

度
中
央
ア
ジ
ア
地
域

地
域
開
発
セ

ミ
ナ
ー
」

主

催

（
財
）北
海
道
地
域
総
合
振

興
機
構

と

き

平
成
２１
年
１
月
２６
日

テ
ー
マ

農
協
の
仕
組
み
と
制
度

講

演

井
上

誠
司

（
当
研
究
所
・
主
任
研
究
員
）

○
「
北
海
道
協
同
組
合
間
協
同
推
進
会

議
」

主

催

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中

央
会

と

き

平
成
２１
年
１
月
２７
日

テ
ー
マ

食
料
・
農
業
問
題
と
協
同

組
合
間
協
同

講

演

太
田
原
高
昭

（
当
研
究
所
・
所
長
）

○
「
平
成
２０
年
度
北
海
道
報
徳
研
修
会
」

主

催

（
財
）北
海
道
報
徳
社

と

き

平
成
２１
年
１
月
３０
日

テ
ー
マ

地
域
づ
く
り
は
誰
が
す
る
？

講

演

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
）

○
「
平
成
２０
年
度
北
海
道
農
業
推
進
会

議
畑
作
部
会
」

主

催

（
独
法
）北
海
道
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー

と

き

平
成
２１
年
２
月
２
日

テ
ー
マ

資
材
高
騰
下
の
営
農
と
研

究
開
発
の
方
向

基
調
報
告

黒
河

功

（
当
研
究
所
・
特
別
参
与
）

○
「
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
農
業
賞
フ
ォ
ー

ラ
ム
」

主

催

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

さ
っ
ぽ
ろ（
旭
川
）

と

き

平
成
２１
年
２
月
３
日

テ
ー
マ

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
農
業
賞

と
道
北
農
業

講

演

太
田
原
高
昭

（
当
研
究
所
・
所
長
）

○
「
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
農
業
賞
フ
ォ
ー

ラ
ム
」

主

催

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

さ
っ
ぽ
ろ（
札
幌
）

と

き

平
成
２１
年
２
月
５
日

テ
ー
マ

北
海
道
農
業
の
発
展
と
消

費
者
の
役
割

講

演

太
田
原
高
昭

（
当
研
究
所
・
所
長
）

○
「
宗
谷
管
内
役
員
研
修
会
」

主

催

宗
谷
地
区
農
業
協
同
組
合

長
会

と

き

平
成
２１
年
２
月
５
日

テ
ー
マ

農
業
・
農
政
を
め
ぐ
る
情

勢
に
つ
い
て

講

義

中
出

孝
一

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
農
業
法
人（
株
）ア
バ
ン
ス
冬
季
研

修
会
」

主

催

道
央
農
業
振
興
公
社

と

き

平
成
２１
年
２
月
９
日

テ
ー
マ

地
域
特
産
物
の
開
発
と
販

売
戦
略

話
題
提
供

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）
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○
「
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
学
生
科
授
業
」

主

催

（
財
）北
海
道
農
業
協
同
組

合
学
校

と

き

平
成
２１
年
２
月
１０
日

テ
ー
マ

日
本
農
政
論

講

義

中
出

孝
一

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
新
日
本
石
油
幹
部
研
修
会
」

主

催

新
日
本
石
油
北
海
道
支
社

と

き

平
成
２１
年
２
月
１３
日

テ
ー
マ

北
海
道
農
業
の
将
来
像

講

演

太
田
原
高
昭

（
当
研
究
所
・
所
長
）

○「（
株
）シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
ジ
ャ
パ
ン
農

業
セ
ミ
ナ
ー
」

主

催

（
株
）シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
ジ
ャ

パ
ン

と

き

平
成
２１
年
２
月
１３
日

テ
ー
マ

い
ま
求
め
ら
れ
る
農
業
経

営
の
展
開
方
向

講

演

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
学
生
科
授
業
」

主

催

（
財
）北
海
道
農
業
協
同
組

合
学
校

と

き

平
成
２１
年
２
月
１７
日

テ
ー
マ

日
本
農
政
論

講

義

中
出

孝
一

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
農
業
漁
業
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
塾
ｉ
ｎ

今
金
」

主

催

（
株
）パ
ソ
ナ
農
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

と

き

平
成
２１
年
２
月
２１
日

テ
ー
マ

地
域
振
興
と
農
業
経
営
展

開
の
展
開
方
向

講

演

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
北
海
道
土
地
連
胆
振
支
部
研
修

会
」

主

催

土
地
連
胆
振
支
部

と

き

平
成
２１
年
２
月
２６
日

テ
ー
マ

農
業
経
営
の
転
換
点
と
経

営
展
開

講

演

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
平
成
２０
年
度
日
韓
友
好
協
会
講
演

会
」

主

催

北
海
道
日
韓
友
好
協
会

と

き

平
成
２１
年
２
月
２７
日

テ
ー
マ

日
韓
関
係
史
の
真
実

講

演

太
田
原
高
昭

（
当
研
究
所
・
所
長
）

○
「
平
成
２０
年
度
担
い
手
対
策
推
進
担

当
者
研
修
会
」

主

催

北
海
道
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会

と

き

平
成
２１
年
２
月
２７
日

テ
ー
マ

地
域
農
業
支
援
シ
ス
テ
ム

の
検
討
に
つ
い
て

講

演

井
上

誠
司

（
当
研
究
所
・
主
任
研
究
員
）

○
「
石
狩
地
域
農
業
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ

ナ
ー
」

主

催

北
海
道
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会

と

き

平
成
２１
年
３
月
３
日

テ
ー
マ

農
業
情
勢
の
変
化
と
地
域

農
業
の
課
題

講

演

太
田
原
高
昭

（
当
研
究
所
・
所
長
）

○
「
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
『
南
長

沼
地
区
』
委
託
業
務
に
お
け
る
報
告

会
」

主

催

な
が
ぬ
ま
農
業
協
同
組
合

と

き

平
成
２１
年
３
月
４
日

テ
ー
マ

コ
ン
バ
イ
ン
共
同
利
用
組

織
の
特
徴
と
意
義

講

演

糸
山

健
介

（
当
研
究
所
・
専
任
研
究
員
）

○
「
お
茶
の
水
女
子
大
学
『
食
の
科

学
』
研
究
会
」

主

催

お
茶
の
水
女
子
大
学
国
際

日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー

と

き

平
成
２１
年
３
月
６
日

テ
ー
マ

今
、
日
本
の
食
を
考
え
る

講

演

太
田
原
高
昭

（
当
研
究
所
・
所
長
）

○
「
平
成
２０
年
度
先
進
農
業
者
協
議
会

研
修
会
」

主

催

北
海
道
先
進
農
業
者
協
議
会

と

き

平
成
２１
年
３
月
６
日

テ
ー
マ

道
内
各
地
の
地
域
活
性
化

の
取
り
組
み

話
題
提
供

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）
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○
「
平
成
２０
年
度
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
活

動
支
援
事
業
成
果
報
告
会
」

主

催

北
海
道
農
政
部
農
業
経
営
局

と

き

平
成
２１
年
３
月
１２
日

テ
ー
マ

地
域
農
業
支
援
シ
ス
テ
ム
の

実
態
調
査
か
ら
事
例
紹
介

講

演

井
上

誠
司

（
当
研
究
所
・
主
任
研
究
員
）

○
「
厚
真
町
農
業
経
営
改
善
研
修
会
」

主

催

厚
真
町

と

き

平
成
２１
年
３
月
１６
日

テ
ー
マ

施
肥
コ
ス
ト
低
減
と
「
耕

畜
連
携
シ
ス
テ
ム
」

講

演

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
ホ
ク
レ
ン
普
及
指
導
員
資
格
保
有

職
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
」

主

催

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合

連
合
会

と

き

平
成
２１
年
３
月
１８
日

テ
ー
マ

農
協
系
統
組
織
の
営
農
指
導

講

演

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
ホ
ク
レ
ン
普
及
指
導
員
資
格
保
有

職
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
」

主

催

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合

連
合
会

と

き

平
成
２１
年
３
月
１８
日

テ
ー
マ

資
材
高
騰
下
に
お
け
る
今

後
の
農
業
経
営
に
つ
い
て

講

演

黒
河

功

（
当
研
究
所
・
特
別
参
与
）

○
「
士
別
市
農
業
講
演
会
」

主

催

士
別
市

と

き

平
成
２１
年
３
月
２３
日

テ
ー
マ

い
ま
農
業
経
営
者
に
求
め

ら
れ
る
経
営
の
展
開
方
向

講

演

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
生
協
産
直
集
会
」

主

催

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

さ
っ
ぽ
ろ

と

き

平
成
２１
年
３
月
２５
日

テ
ー
マ

農
業
賞
の
成
果
と
北
海
道

の
持
続
的
農
業

講

演

太
田
原
高
昭

（
当
研
究
所
・
所
長
）

○
「
Ｊ
Ａ
た
む
ら
教
育
文
化
研
修
会
」

主

催

福
島
県
た
む
ら
農
業
協
同

組
合

と

き

平
成
２１
年
３
月
２６
日

テ
ー
マ

Ｊ
Ａ
教
育
文
化
活
動
と
家

の
光
事
業

講

演

太
田
原
高
昭

（
当
研
究
所
・
所
長
）

○
「
後
志
支
庁
青
年
農
業
者
育
成
セ
ミ

ナ
ー
」

主

催

後
志
支
庁
・
後
志
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー

と

き

平
成
２１
年
３
月
２６
日

テ
ー
マ

我
が
家
の
経
営
点
検
か
ら

始
め
よ
う

講

演

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
常
務
理
事
）

○
「
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所
委
託
調

査
に
か
か
る
報
告
会
」

主

催

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
北
海
道
本
部

と

き

平
成
２１
年
３
月
２６
日

テ
ー
マ

組
合
員
次
世
代
へ
の
Ｊ
Ａ

お
よ
び
Ｊ
Ａ
共
済
の
情
報

提
供
に
か
か
る
調
査
報
告

講

演

糸
山

健
介

（
当
研
究
所
・
専
任
研
究
員
）

○
「
旭
川
農
村
婦
人
大
学
」

主

催

旭
川
市
農
政
部

と

き

平
成
２１
年
３
月
２８
日

テ
ー
マ

農
村
女
性
の
地
域
に
お
け

る
役
割

講

演

太
田
原
高
昭

（
当
研
究
所
・
所
長
）

○
「
北
海
道
農
民
連
盟
・
上
川
農
連
役

員
研
修
会
」

主

催

北
海
道
農
民
連
盟

と

き

平
成
２１
年
３
月
３０
日

テ
ー
マ

北
海
道
を
取
り
巻
く
諸
情

勢
に
つ
い
て

講

義

黒
河

功

（
当
研
究
所
・
特
別
参
与
）
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◆
二
〇
年
度
事
業
の
実
施
概
要
に
つ
き

ま
し
て
は
業
務
報
告
書
、
研
究
年
報
等

で
詳
細
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
が
、
こ

の
場
を
か
り
て
簡
単
に
報
告
い
た
し
ま

す
。
会
員
の
状
況
で
す
が
未
加
入
Ｊ
Ａ

・
関
連
団
体
へ
の
加
入
推
進
に
努
め
ま

し
た
が
Ｊ
Ａ
合
併
・
個
人
会
員
の
退
会

等
に
よ
り
前
年
度
よ
り
若
干
減
少
い
た

し
ま
し
た
。
調
査
研
究
業
務
は
自
主
研

究
二
件
、
連
合
会
、
Ｊ
Ａ
、
関
係
機
関

か
ら
の
共
同
研
究
一
件
、
受
託
研
究
十

五
件
、
診
断
事
業
二
件
の
併
せ
て
二
〇

件
に
取
組
み
ま
し
た
。
機
関
誌
の
発
行
、

講
演
会
の
開
催
、
講
師
派
遣
等
も
例
年

に
準
じ
て
行
い
会
員
の
要
望
に
応
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。
総
体
と
し
て
は
、
期

待
通
り
の
研
究
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
経
費
の
節

減
に
努
め
た
結
果
若
干
の
次
期
繰
越
金

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会

員
各
位
、
関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
日
本
経
済
は
、
ア
メ
リ
カ
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
同
時
不
況
の

影
響
を
ま
と
も
に
受
け
、
日
本
を
牽
引

し
て
き
た
自
動
車
・
電
機
を
は
じ
め
輸

出
関
連
の
製
造
業
を
中
心
に
生
産
抑
制
、

雇
用
調
整
に
伴
う
リ
ス
ト
ラ
、
派
遣
切

り
、
円
高
・
株
安
に
よ
る
金
融
不
安
、

賃
金
の
抑
制
に
よ
る
消

費
の
低
迷
等
出
口
の
見

え
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
政
府
は
、
急

激
に
悪
化
す
る
経
済
情

勢
を
下
支
え
す
る
た
め

の
追
加
経
済
対
策
を
決

定
、
財
政
支
出
一
五
兆

四
千
億
円
（
事
業
規
模

五
六
兆
八
千
億
円
）
で
、

い
ず
れ
も
過
去
最
大
、

雇
用
、
環
境
、
金
融
等
「
政
策
総
動
員
」

を
印
象
づ
け
る
内
容
で
あ
り
、
実
質
成

長
率
二
ポ
イ
ン
ト
の
引
き
上
げ
、
四
〇

万
〜
五
〇
万
人
の
雇
用
創
出
を
見
込
ん

で
お
り
、
与
野
党
は
党
利
党
略
を
捨
て

早
期
に
成
立
さ
せ
国
民
の
不
安
解
消
に

努
め
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

◆
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
が
到
来
、
松

坂
・
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
・
イ
チ
ロ
ー
の
活

躍
で
国
民
の
期
待
ど
お
り
Ｗ
Ｂ
Ｃ
連
覇

を
達
成
、
余
韻
が
さ
め
ぬ
中
プ
ロ
野
球

が
開
幕
し
、
我
が
北
海
道
日
本
ハ
ム
、

道
民
の
期
待
を
裏
切
る
開
幕
三
連
敗
最

悪
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
が
ベ
テ

ラ
ン
金
子
・
稲
葉
、
小
谷
野
の
活
躍
に

よ
り
五
勝
五
敗
（
四
月
十
五
日
現
在
）

秋
に
は
リ
ー
グ
優
勝
・
日
本
一
、
そ
し

て
現
在
二
勝
二
敗
四
分
（
四
月
十
五
日

現
在
）
の
十
三
位
と
低
迷
し
て
い
る
コ

ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
Ｊ
１
昇
格
と
の
Ｗ

祝
杯
を
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

（
佐
々
木
正
幸
）
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